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唐

代
の
三
省
制
度
に
つ
い
て
は
、
内
藤
乾
吉
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
研
究
者
に
よ
り
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た

。
こ
の
間
の

三
省
制
度
に
関
す
る
考
察
は
、
三
省
制
の
機
能
や
そ
の
運
営
の
実
態
、
或
い
は
唐
代
に
お
け
る
三
省
制
の
展
開
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
多

く
、

三
省
制
の
確
立
過
程
を
具
体
的
な
政
治
史

の
展
開
と
絡
め
て
詳
細
に
考
察
し
た
も
の
は
少
な
い
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を

踏
ま
え
て
、
三
省
の
中
で
も
特
に
門
下
省
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
唐
代
的
実
態
が
確
立
す
る
過
程
を
政
治
史
の
推
移
を
睨
み
な
が
ら
明
ら
か

に
し
よ
う
と
思

っ
て
い
る
。

さ

て
、
本
稿
で
は
、
北
朝
後
期
特
に
北
魏
末

・
東
魏
に
お
け
る
門
下
省
を
考
察

の
対
象
と
し
て
扱
う
。
何
故
こ
の
時
期
の
門
下
省
を
考
察

の
対
象
と
す
る
の
か
。
三
省
の
各
部
署
が
、
秦
漢
以
来
、
皇
帝
の
秘
書
官
的
役
割
を
担

っ
て
い
た
中
書

・
侍
中

・
尚
書
に
起
源
を
も

つ
こ
と
、

ま
た
こ
れ
ら
が
独
立
し
た
部
署
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
の
が
魏
晋
南
北
朝
時
代
で
あ
る
こ
と
は
、
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
門

下
省

の
成
立
は
西
晋
に
属
す
の
で
、
そ
の
考
察
は
西
晋
か
ら
始
め
る
の
が
妥
当
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
門
下
省
が
そ
の
権
威
を
最

も
伸

長
し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
北
朝
後
期
、
就
中
、
北
魏
末
の
孝
明
帝
期
以
降
に
当
た
り
、
門
下
省
の
政
治
組
織

と
し
て
の
展
開
を
考
え

は

じ

め

に

川

井

貴

雄

北

魏

後

期

に

お

け

る

門

下

省

に

つ

い

て

北
魏
末

・
東
魏

の
門
下
省
の
質
的
変
化
を
中
心
と
し
て
ー



る
う
え
で
、
こ
の
時
期
は
こ
と
の
ほ
か
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
門
下
省
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
窪
添
慶
文
氏
が
論

及
さ
れ
て
い
る
が

、

そ
れ
以
降

の
門
下
省
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
窪
添
氏
を
含
め
必
ず
し
も
十
分
に
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

陳
寅

恪
氏
は
夙
に
隋
唐

制
度
の
淵
源
の

一
つ
と
し
て
北
魏
か
ら
北
斉

へ
の
流
れ
を
指
摘
さ
れ
た

。
す
な
わ
ち
北
斉

が
隋
唐

に
お
け
る
文

物

・
制
度
形
成

の
中
継
点
的
役
割
を
担

っ
た
と
い
う
観
点
で
あ
る
が
、
北
斉
を
含
む
北
朝
後
期
の
門
下
省
に
関
す
る
考
察
は
こ
の
よ
う
な
見

方
を
検
証
す
る
意
味
も
持

っ
て
い
る
。

管

見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
各
種
史
料
か
ら
北
魏
孝
武
帝
期
か
ら
北
斉
末
ま
で
の
侍
中
就
任
者
の
動
向
を
抽
出
し
分
析
す
る
と
、
凡
そ
三

つ
の
時
期
に
亘

っ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る

(後
掲
の
図

一
侍
中
記
事
件
数
お
よ
び
図
二
黄
門
侍
郎
記
事
件
数
、
参
照
)。
そ
れ
は
、

①
北
魏
孝
武
帝
期

・
東
魏
期
、
②
北
斉
文
宣
帝
期
か
ら
北
斉
孝
昭
帝
期
、
③
北
斉
武
成
帝

・
後
主
両
期

(幼
主
含
む
)

の
三
期
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
そ
れ
ら
三

つ
の
時
期
の
う
ち
、
第

一
期
に
当
た
る
北
魏
末
孝
武
帝
期
か
ら
東
魏
期
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

こ
の
時
期
の
門
下
省

の
職
掌
と
地
位
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
質
的
変
化
に
つ
い
て
論
証
し
た
い
。

こ
の
時
期
に
関
し
て
は
、
門
下
省

の
職
制
の
展
開
に
大

き
く
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
政
治
的
出
来
事
が
二
点
指
摘
で
き
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、

一
つ
は
、
北
魏

末
孝
武
帝
期
の
永
煕
三

年

(五
三
四
)
八
月
に
生
じ
た
清
河
王
面旦
の
大
司
馬
就
任
に
と
も
な
い
門
下
省

の
権
限
が
総
体
的
に
弱
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
り
、
い
ま

一
つ

は
、
東
魏
孝
静
帝
期
の
武
定
二
年

(五
四
四
)
に
生
じ
た
高
澄

(高
歓
の
世
子
)
の
大
将
軍
領
中
書
監
就
任
に
と
も
な
い
門
下
省
の
機
事
が

中
書

省

へ
移

っ
た
事
件
で
あ
る
。
当
時
は
、
晋
陽
に
覇
府
、
国
都
に
魏
朝
と
両
都
が
併
存
す
る
情
勢
に
あ
り
、
こ
の
時
期
の
門
下
省
の
質
的

変
化
は
こ
の
両
都
制
の
実
状
が
深
く
関
わ

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
当
時
の
政
治
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、

こ
の
時
期
の
門
下
省
の
質
的
変
化
を
取
り
扱
う
。

さ

て
、
当
該
時
代
に
お
け
る
門
下
省
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
決
し
て
多

い
と
は
言
え
な
い
。
本
稿
で
取
り
扱
う
北
魏
孝
武
帝
期
、
永
煕

三
年

(五
三
四
)
に
見
ら
れ
る
制
度
的
な
変
化
に

つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究
は
見
ら
れ
な

い
。

一
方
、
東
魏
孝
静

帝
期
、
武
定
二
年

(五
四
四
)
の
変
化
に

つ
い
て
は
、
中
書
省
の
官
制
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
先
行
研
究
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る

。

こ
の
時
期
の
変
化
と
し
て
詔
勅
起
草
権
が
中
書
省

へ
戻
さ
れ
、
中
書
省
が
門
下
省
に
代
わ
り
機
務
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
点
が
指
摘
さ
れ



本
節
で
は
、
北
魏
孝
武
帝
期
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
、
そ
の
政
治
的
な
北且
凧
を
踏
ま
え

つ
つ
、
門
下
省

の
質
的

な
変
化
に
焦
点
を
当
て

て
考
察
す
る
。

さ

て
、
当
該
時
期
に
お
け
る
変
化
は
、
『北
斉
書
』
巻
二
神
武
帝
紀
下
、
永
煕
三
年
八
月
甲
寅
の
條
に
、
孝
武
帝
入
関
の
翌
月
の
こ
と
と

し
て
、神
武
以
萬
機
不
可
暖
廃
、
乃
與
百
僚
議
以
清
河
王
宣
為
大
司
馬
、
居
断
書
下
舎
而
承
制
決
事
焉
。

と
あ

り
、
ま
た

『魏
書
』
巻
十

一
出
帝
紀
、
永
煕
三
年
八
月
甲
寅
の
條
に
、

八
月
甲
寅
、
推
司
徒
公
、
清
河
王
宜
為
大
司
馬
、
承
制
総
萬
機
、
居
断
書
省
。

と
あ

る
如
く
、
東
魏
孝
静
帝
の
父
清
河
王
薗
旦
の
大
司
馬
就
任
に
と
も
な
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
人
事
に
と
も
な

い
、
尚
書
省
に
お
い
て
制

を
承
け
て
事
が
決
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た

(以
下
、
「承
制
決
事
」
と
す
る
)。
承
制
と
は
、
皇
帝
に
上
奏
せ
ず
し
て
、

時
宜
に
応
じ
て
適
宜

処
置
す
る
こ
と
で
あ
り
、
決
事
と
は
、
『
魏
書
』
出
帝
紀
に
見
ら
れ
る
如
く
、
「萬
機
を
総
べ
る
」
こ
と
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
中
、

注
目
す

べ
き
は
、

「承
制
決
事
」
の
場
が
尚
書
省
で
あ

っ
た
点
で
あ
る
。
従
来
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
北
魏
孝
明
帝
期
、
門
下
省
が
輔
政

の
場

で
あ
り
詔
勅
起
草
の
場
で
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

で
は
、

こ
こ
に
清
河
王
面
且
の
大
司
馬
就
任
に
伴

っ
て
尚
書
省
に
お
い
て

「承
制
決
事
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
事
実
が
も

つ
政
治
制

度
史
上

の
意
味
は
何
な
の
か
。
本
節
に
お
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

つ
い
て
は
、
先
ず
清
河
王
宜
の
大
司
馬
就
任
に
関
わ
る

一
連
の
事
態
の

北且
兄
と
な

っ
た
政
治
的
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
い
で
、
こ
の
門
下

・
尚
書
両
省
を
め
ぐ
る
変
動
が
如
何
な
る
制
度
史
的
意
味
を
持

つ
も

て
い
る
。
し
か
し
、
門
下
省
の
視
点
に
立

っ
た
考
察
が
十
分
に
な
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
未
だ
研
究
の
余
地

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一

北

魏

末

に

お

け

る

「
省

尚

書

事

」

権

の

縮

少



永
煕
三
年

八
五
三
四
)
八
月
に
生
じ
た
こ
の
政
治
的
変
動
に
は
、
朝
廷

(洛
陽
)
と
覇
府

(晋
陽
)
と
の
対
立
に
加
え
て
、
丞
相
高
歓
に

よ
る
覇
府
政
治

の
拡
大
が
北且
泉
に
あ

っ
た
。
も
と
も
と
こ
の
時
期
は
、
孝
武
帝
と
丞
相
高
歓
と
の
対
立
が
伏
流
と
し

て
存
在
し
て
い
た
。
孝

武
帝
は
高
歓
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
皇
帝
で
は
あ
る
が
、
全
く
の
偲
儲
と

い
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た

。

中
興
二
年

(五
三
二
)
四
月
、
高
歓
は
、
そ
れ
ま
で
北
魏
の
朝
政
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
爾
朱
氏
を
倒
し
、
孝

武
帝
を
即
位
さ
せ
る
。

同
年
七
月
に
は
、
爾
朱
氏
の
残
存
勢
力
で
あ
る
爾
朱
兆
を
討
ち
、
井
州
を
平
定
す
る
と
、
そ
の
治
所
で
あ
る
晋
陽
に
大
丞
相
府
を
設
置
し
た

。

こ
こ
に
洛
陽

の
北
魏
朝
廷
と
晋
陽
の
丞
相
府
と
に
よ
る
二
重
権
力
構
造
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
続
い
て
高
歓
は
、
同
年
十
二
月

に
は
自
ら
の
長
女
を
孝
武
帝

の
后
と
為
し
、
外
戚
と
し
て
自
己
の
権
力
を
伸
長
さ
せ
る
基
盤
を
作

っ
た
。
さ
ら
に
起

兵
以
来
の
腹
心
で
あ
る

孫
騰
を
侍
中
と
し
て
北
魏
朝
廷
内
に
送
り
込
み
、
国
政
の
機
密
に
参
与
さ
せ

、
覇
府
に
よ
る
北
魏
朝
廷
の
権
力
掌
握
を
進
め
た
。

し
か
し
、
永
煕
二
年

(五
三
三
)
以
後
に
な
る
と
、
孝
武
帝
の
側
近
で
あ
る
斜
斯
椿
ら
が
孝
武
帝
に
高
歓
に
対
す

る
識
言
を
行
い
、
遂
に

孝
武
帝
と
高
歓
と
の
問
に
間
隙
が
生
じ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
以
後
、
孝
武
帝
は
斜
斯
椿

の
進
言
を
聞
き
入
れ
、
高
歓

へ
の
対
抗
姿
勢
を
強
め

る

。
同
年
二
月
に
は
部
曲
を
配
置
し
自
己
の
周
辺

へ
の
防
備
を
固
め
る

一
方
、
当
時
関
中
に
勢
力
を
張

っ
て
い
た
賀
抜
岳
と
結
び
、
後

顧
の
憂
い
を
断

つ
と
と
も
に
自
ら
の
助
勢
と
し
た
。

こ
う
し
た
孝
武
帝
と
高
歓
と
の
対
立
は
同
年
三
月
の
司
空
高
乾

の
死
に
よ

っ
て
、

一
層

深
刻
さ
を
増
し
た

。

翌
永
煕
三
年

(五
三
四
)
四
月
に
な
る
と
両
者
の
対
立
は
更
に
進
み
、
中
央
で
は
、
高
歓
が
覇
府
よ
り
送
り
込
ん
で

い
た
孫
騰

(侍
中
)
、

封
隆
之

(侍
中
)
、
婁
昭

(領
軍
将
軍
)
、
任
祥

(尚
書
左
僕
射
)
ら
が
こ
ぞ

っ
て
丞
相
府

へ
出
奔
し
、
北
魏
朝
廷
内

の
枢
要
の
官
は
斜
斯

椿
ら
孝
武
帝
側
の
人
物
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

(娑
。
ま
た
地
方
で
は
、
徐
州

・
建
州

・
済
州
な
ど
河
東
を
中
心
と
す
る
諸

(
1
)
政
治
的
背
景

の
な

の
か
を
考
え
て
み
た
い
。



州
が
高
歓
側
の
勢
力
下
に
は
い
り
、
河
南

・
関
西
諸
州
は
孝
武
帝
側
の
勢
力
と
華
北
の
勢
力
と
に
よ

っ
て
二
分
さ
れ

る
情
勢
が
生
じ
た

。

七
月
に
至
る
と
、
孝
武
帝
は
南
伐
と
称
し
て
河
南
諸
州
の
兵
十
余
万
を
発
し
て
河
橋
に
駐
屯
し
、
高
歓

の
軍
と
対
峙
す
る
と
い
っ
た
緊
迫
し

た
事
態
を
迎
え
た
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
孝
武
帝
が
斜
斯
椿
の
進
言
を
聞
き
入
れ
、
関
中
の
宇
文
泰
を
頼

っ
て
長
安

へ
逃
れ
て
い
っ
た
こ
と

(孝

武
帝
入
関
)
に
よ
り

一
応

の
終
結
を
み
る
。
こ
れ
に
よ
り
北
魏
朝
廷
は
玉
座
に
皇
帝
を
欠
く
と
い
う
異
常
な
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
。

翌
八
月
、
入
洛
を
果
た
し
永
寧
寺
に
宿
泊
し
て
い
た
高
歓
は
、
百
官
を
集
め
て
こ
の
度
の
孝
武
帝
と
の

一
件
に
関

し
て
百
官
の
非
違
を
糾

し
た
。
高
歓
は
、
集
ま

っ
た
百
官
に
対
し
、
臣
下
と
し
て
の
本
分
を
全
う
し
な
か

っ
た
こ
と
に
対
し
て
厳
し
く
糾
弾
し
、
侍
中
兼
尚
書
左
僕
射
で

あ

っ
た
辛
雄
を
は
じ
め
と
し
て
開
府
儀
同
三
司
叱
列
延
慶
、
兼
吏
部
尚
書
崔
孝
券
、
都
官
尚
書
劉
廠
、
兼
度
支
尚
書
楊
機
、
散
騎
常
侍
元
士

弼
を
諌
殺
し
た

。

清
河
王
曹
の
大
司
馬
就
任
と
尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
は
ま
さ
に
こ
の
高
官
謙
殺
の
直
後
に
断
行
さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
措

置
の
直
接

の
理
由
に

つ
い
て
は
、
『
北
斉
書
』
巻
二
神
武
帝
紀
下
、
永
煕
三
年
八
月
甲
寅

の
條
に
、

「以
萬
機
不
可
職
廃
」
と
あ
り
、
国
政

の
遅
滞
が
懸
念
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
で
は
、
国
政
の
遅
滞
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
か
。

辛
雄
ら
高
官
謙
殺
の

一
件
を
子
細
に
見
て
み
る
と
、
高
歓
の
珠
殺
に
よ

っ
て
命
を
落
と
し
た
人
物

の
多
く
が
尚
書
省
に
属
し
、
そ
れ
も
長

官
ク
ラ
ス
の
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
書
関
係
者
を
列
挙
す
る
と
、
辛
雄
は
兼
尚
書
左
僕
射
、
崔
孝
券
は
兼
吏
部
尚
書
、
劉
籔
は

都
官
尚
書
、
楊
機
は
兼
度
支
尚
書
と
い
っ
た
且
ハ合
で
あ
る
。
後
掲
の
表

一
は

「承
制
決
事
」
前
後

の
尚
書
省
諸
官
の
長
官
人
事
の
変
化
を
表

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
も
わ
か
る
如
く
、
こ
の
高
官
珠
殺
に
と
も
な
い
国
政
の
執
行
機
関
た
る
尚
書
省

の
長
官
が
ほ
と
ん
ど
在

任
し

て
い
な
い
と
い
う
状
態
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
要
点
を
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
、
「以
萬
機
不
可
暖
廃
」
と
い
う
懸
念
は
ま
さ
に
こ
の
尚
書
省
諸
官

の
長
官
の
不
在
に
伴
う

国
政

の
遅
滞
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
ま
た
当
時
は
孝
武
帝

の
入
関
に
伴
い
皇
帝
そ
の
も
の
が
玉
座
を
空
け

て
い
た
。
高
歓
が
清
河

王
面旦
を
大
司
馬
に
推
戴
し
、
承
制
し
て
万
機
を
総
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、
国
政
の
遅
滞
を
回
避
し
、
同
時
に
国
政
の
執
行
機
関
た
る
尚
書
省
の



次
に
、
尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
に
よ

っ
て
、
門
下

・
尚
書
両

省
の
職
能
に
如
何
な
る
変
化
が
生
じ
た
の
か
検
討
し

て
み
た
い
。

先
に
指
摘
し
た
如
く
、
清
河
王
亶

に
よ
る

「承
制
決
事
」
の
特
徴
は
、
「承

制
決
事
」

の
場
が
尚
書
省
で
あ

っ
た
点
で
あ
る
。
北

魏
孝
明
帝
期
以
降
、

門
下
省
は
輔
政
の
場
で
あ
り
、
ま
た
詔
勅
起
草
の
場

で
も
あ

っ
た
。
こ
の

(
2
)
「
承
制
決
事
」
の
実
態

掌
握
を
通
じ
て
北
魏
朝
廷
の
偲
偲
化
を
図
ろ
う
と

し
た
も
の
と
考
え
る
。

高
歓
が
、

こ
の
措
置
と
並
行
し
て
高
隆
之
や
封
隆

之
と
い
っ
た
自
ら
の
腹

心
を
朝
廷
に
送
り
込
み
、
そ
の
動
静
を
監
視
さ
せ
た
事
実
は

、
高
歓

の

意
図
が
ど
こ
に
あ

っ
た
か
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。

さ
て
、
翌
永
煕
三
年

(五
三
四
)
十
月
、
清
河

王
面旦
の
息
子
善
見
を
即

位
さ
せ
、
皇
帝
不
在
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
。

こ
こ
に
東
魏
が
成
立
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
同
月
中
に
郭

へ
の
遷
都
が
敢
行
さ
れ
る

。

こ
れ

に
よ
り

『
北
斉
書
』
巻
二
神
武
帝
紀
下
、
永
煕
三
年
九
月
の
條
に
、
「是
れ

自
り
軍
国
の
政
務
、
皆
相
府
に
帰
す

(自
是
軍
国
政
務
、
皆
帰
相
府
)
。
」

と
あ
る
如
く
、
実
質
的
な
政
治

・
軍
事
の
中
心
は
覇

府
た
る
晋
陽

へ
移
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
高
歓
は
、

こ
の
よ
う
に
政
治

・
軍
事

の
中
心
を
覇

府

へ
移
動
さ
せ
、
覇
府
に
よ
る
朝
廷
支
配
の
姿
勢
を
強
め
て
い
く
。

表一 「承制決事」前後の尚書省長官人事変遷簡表

(『魏書』、 『北斉書』、 『北史』、 『通鑑』及び万斯 同 『魏将相大臣年表』による。)



こ
と
が
門
下
省

の
権
限
夕
強
め
る

一
因
に
も
な

っ
た
わ
け
で
あ
る

。

し
か
し
、
高
歓
は
こ
の
度

の
措
置
で

「承
制
決
事
」
の
場
を
尚
書

省
に
定
め
た
。
こ
れ
は
輔
政
の
場
が
門
下
省
か
ら
尚
書
省
に
移
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「承
制
決
事
」
に
当
た
り
輔
政
の

場
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
歓
が
門
下
省
を
政
策
審
議
か
ら
遠
ざ
け
、
そ
の
権
限
の
縮
小
を
図
る
と
と
も
に
、
前
述
の
如
く
、
尚
書

省
を
掌
握
し
北
魏
朝
廷
を
偲
偏
化
せ
ん
と
企
て
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ

の
高
歓
に
よ
る
尚
書
省
掌
握
に

つ
い
て
は
、

「承
制
決
事
」
以
前
と
以
後
に
お
け
る
尚
書
省
の
長
官
人
事
が
そ

の
こ
と
を
裏
付
け
る
。

「承
制
決
事
」
当
時
、
長
官
不
在
と
な

っ
た
尚
書
省
に
対
し
高
歓
は
、
先
ず
起
義
以
来
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
従
弟
高

隆
之
を
尚
書
右
僕
射
に

就
任
さ
せ
、
ま
た
信
都
の
起
義
以
来
の
腹
心
で
あ
る
封
隆
之
を
大
司
馬
府

へ
送
り
込
ん
で
い
る
。
次
い
で
東
魏
が
成

立
す
る
と
、
表

一
の
如

く
、

北
魏
宗
室
の
元
弼
を
尚
書
令
に
据
え
る
も
の
の
、
次
官
た
る
左
右
僕
射
に
は
孫
騰
、
高
隆
之
と
自
ら
の
腹
心
を
置
き
、
『
北
斉
書
』
巻

十
八
孫
騰
伝
に
、
左
僕
射
就
任
の
時
の
こ
と
と
し
て
、

(東
魏
)
天
平
初
、
入
為
尚
書
左
使
射
、
内
外
之
事
、

(孫
)
騰
成
知
之
、
兼
司
空
、
尚
書
令
。

と
あ

る
如
く
、
実
質
的
に
尚
書
省
の
掌
握
に
乗
り
出
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、
先
述
の
如
く
鄭

へ
の
遷
都

に
と
も
な
い
覇
府
に
よ

る
朝
廷
支
配
が
強
化
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
遷
都
に
乗
ず
る
形
で
高
歓
は
尚
書
省
掌
握
の
姿
勢
を
強
め
る
。
北
魏

の
都
洛
陽
の
あ

っ

た
司
州
を
洛
州
と
し
、
新
た
な
国
都
鄭
の
あ
る
相
州
を
司
州

へ
と
改
称
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
尚
書
令
元
弼
を
洛
州
刺
史

と
し
て
洛
陽
に
留
め
、

新
た

に
尚
書
省
長
官
の
人
事
を
行

っ
て
い
る
。
尚
書
令
に
は
北
魏
宗
室
の
元
疑
を
充
て
て
い
る
が
、
『
魏
書
』
巻
十
五

元
疑
伝
に
、

孝
静
時
、
転
尚
書
令
、
摂
選
部
。

(元
)疑
賠
居
重
任
、
随
時
而
巳
。

と
あ

る
如
く
、
元
疑
は
な
ん
ら
実
権
を
有
し
て
い
な
か

っ
た
。
実
質
的
に
尚
書
省
を
統
括
し
た
の
は
、
左
僕
射
の
司
馬
子
如
、
右
僕
射
の
高

隆
之
で
あ

っ
た
。

い
ず
れ
も
高
歓
と
の
結
び

つ
き
の
強

い
人
物
で
あ
る

。
ま
た
、
吏
部
尚
書
に
封
隆
之
が
就
任

し
、
人
事
権
も
高
歓
側

の
人
物
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
の
他
、
都
官
尚
書
の
盧
道
度
、
殿
中
尚
書

の
谷
纂
に

つ
い
て
は
高
歓

と
の
関
係
は
管
見
の
限

り
見
ら
れ
な
い
が
、
五
兵
尚
書
の
醇
斑
は
こ
の
後
、
大
丞
相
府
長
史
に
抜
擢
さ
れ
、
「斑
宿
し
て
能
名
有
り
、
深
く
礼
遇
を
被
る

(斑
宿
有

能
名

、
深
被
礼
遇
)
」
(『
北
斉
書
』
巻
二
十
六
)
と
い
い
、

「軍
国
の
事
、
関
知
す
る
所
多

し
。
瑚
亦
た
誠
を
推
し

て
節
を
壼
く
し
、
屡
忠



譲
を
進
む

(軍
国
之
事
、
多
所
関
知
。
斑
亦
推
誠
蓋
節
、
屡
進
忠
譲
)。
」

(『
北
史
』
巻
二
十
五
)
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

醇
斑
も
ま
た
高
歓
の
信
任
厚
い
人
物

の

一
人
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
清
河
王
宜
に
よ
る

「承
制
決
事
」
の
政
治
的
背
景
及
び
そ
の
後
の
門
下

・
尚
書
両
省
の
職
能
上

の
変
化
に

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば

「承
制
決
事
」
は
、
孝
武
帝

の
入
関
及
び
高
官
珠
殺
に
よ
る
皇
帝
及
び
尚
書
省
長
官
の
不
在
と
い
う
事
態
に
対
応
し
て
行
わ

れ
た
も

の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
措
置
に
際
し
て
高
歓
が
門
下
省
で
は
な
く
尚
書
省
に
清
河
王
宜
を
居
ら
し
め
た
こ
と
は
、
高
歓
が
尚

書
省
を
新
た
に
輔
政
の
場
と
し
、
直
接
国
政
を
掌
握
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
「承
制
決
事
」
の
施
行

に
よ
り

「輔
政
の
場
」

が
門

下
省
か
ら
尚
書
省

へ
移
行
す
る
に
と
も
な
い
、
国
政
の
中
心
が
門
下
省
か
ら
尚
書
省

へ
移
行
し
た
と
い
え
る

。

と

こ
ろ
で
、

こ
れ
ま
で
清
河
王
宜
の
大
司
馬
就
任
と
承
制
決
事
に
つ
い
て
尚
書
省
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
行

っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
門

下
省

の
長
官
た
る
侍
中
の
当
時
の
状
況
に
つ
い
て

一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

表

二
は
孝
武
帝

の
即
位
か
ら
東
魏
の
成
立
ま
で
の
間
の
侍
中
就
任
者
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
中
興
二
年

(五
三
二
)

四
月

に
孝
武
帝
が
即
位
し
た
時
点
で
は
、
侍
中
に
は
宗
室
を
除
く
と
孝
武
帝
側
と
高
歓
側
双
方
の
人
物
が
在
任
し
、
国
政
に
当
た

っ
て
い
た

o次

い
で
、
永
煕
三
年

(五
三
四
)
四
月
以
降
に
な
る
と
、
高
歓
側
の
人
物
が
丞
相
府
の
あ
る
覇
府
晋
陽

へ
と
相
次

い
で
出
奔
す
る
事
態
が

生
じ
る

。
こ
れ
に
よ

っ
て
洛
陽
か
ら
高
歓
側
の
人
物
が
退
き
、
表
二
の
如
く
新
た
に
山
偉
、
辛
雄
が
侍
中
と
な

り
宗
室
を
中
心
に
斜
斯

椿
ら
孝
武
帝
側

の
人
物
に
よ

っ
て
門
下
省
が
占
有
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
、
同
年
八
月
の
孝
武
帝
の
入
関
に
よ

り
斜
斯
椿
ら
孝
武
帝
側

の
侍
中
就
任
者

の
多
く
は
孝
武
帝
に
従

っ
て
長
安
に
入

っ
た
た
め
、
侍
中
は
ほ
ぼ
欠
員
と
い
っ
た
状
態

へ
陥

っ
た
。

つ
ま
り
、
高
歓
が
洛
陽

に
入
城
す
る
直
前
に
門
下
省
の
諸
官
を
欠
い
た
状
態
に
陥

っ
て
い
た
。
こ
の
様
な
門
下
省
の
状
況
も
承
制
決
事
の
場
を
尚
書
省
に
設
定
す
る

一
因
を
な
し
た
も
の
と
考
え
る
。



結
果
的
に
、
門
下
省
は
輔
政
の
場
と
し
て
の
職
能
を
失

い
、
大
司
馬
清
河
王

直
旦が
尚
書
省
に
お
い
て
承
制
決
事
す
る
こ
と
で
、
国
政

は
門
下
省
に
お
け
る
議

を
経
る
こ
と
な
く
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ま
た
、
東
魏
成
立
後
の
侍
中
就
任
者
を
見
て
み
る
と
、
高
岳
、
高

盛
、
高
昴
、
封
隆
之
、
高
隆
之
、
孫
騰
と
侍
中
就
任
者

、
九
名
中
六
名
が
高
歓

の
関
係
者
で
あ
る
。
高
岳
は
、
高
歓

の
従
祖
父
弟
で
あ
り
、
高
歓
の
起
義
に
従

い
、
対
爾
朱
氏
戦
に
従
軍
し
て
い
る
。
高
盛
は
、
高
歓

の
従
叔
祖
で
、
高
岳
と

同
じ
く
高
歓
の
起
義
に
従

っ
て
い
る
。
高
昴
は
、
高
歓

に
受
禅
の
こ
と
を
進
言

し
た
高
乾
の
第
三
弟
で
、
高
歓
の
起
義
に
従
い
、
対
爾
朱
氏
戦
に
も
多
く
従
軍

し
て
い
る

蓼
。
封
隆
之
は
、
高
歓

の
起
義
よ
り
高
歓

の
信
任
を
得
、
高
歓

の

顧
問
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
対
爾
朱
氏
戦
に
も
活
躍
し
て
い
る
。
承

制
決
事
時
に
は
大
司
馬
府
長
史
と
な
り
、
承
制
を
行

っ
た
清
河
王
直且
の
も
と

へ

送
り
込
ま
れ
て
い
る

。
高
隆
之
は
、
参
議
の
功
を

以
て
高
歓

の
従
弟
と
な

っ
た
人
物
で
、
高
歓
が
晋
州
刺
史
と
な
る
以
前
に
す
で
に
結
託
し
て
お
り
、
対

爾
朱
氏
戦
に
も
従
軍
し
て
い
る
。
承
制
決
事

の
時
に
は
、
侍
中

・
右
僕
射
を
拝

命
し
て
い
た
こ
と
は
前
述

の
と
お
り
で
あ
る

藝
。
孫
騰

は
、
高
歓
の
懐
朔
鎮

時
代
か
ら
の
知
己
で
あ
り
、
起
義
の
際
に
は
、
常
に
謀
策
に
預
か

っ
た
。
ま
た

孝
武
帝

の
初
期
に
は

「入
居
門
下
」
し
斜
斯
椿
と
機
密

を
掌
る
な
ど
、
高
歓

の

信
任
が
厚

い

。
い
ず
れ
も
高
歓
の
親
族
、
ま
た
は
そ
の
参
謀
で
あ
る
な
ど

の
信
任
厚
い
者
た
ち
で
あ
り
、
ま
た
高
歓

の
起
義
及
び
対
爾
朱
氏
戦
に
活
躍
し

(『魏書』、『北斉書』、『北史』、『通鑑』及び萬斯同 『魏将相大臣年表』により

作成。)

表二 北魏孝武帝期永煕三年前後の侍中就任者変遷一覧表



清
河
王
亶

に
よ
る

「承
制
決
事
」
に
よ

っ
て
、
門
下
省
か
ら
尚
書
省

へ

「輔
政

の
場
」
が
移
行
し
、
門
下
省
に
お

い
て
尚
書
か
ら
の
奏
事

を
審
議
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
門
下
省

の
職
能
そ
の
も
の
に
も
変
化
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
「承
制
決
事
」
前
後
の
門
下
省
及
び
そ
の
統
括
職
で
あ
る
侍
中

・
黄
門
侍
郎

の
動
向
を
比
較

・
分
析
し
こ
の
点
を
考
察
し
て

み
た

い
。

(3
)
門
下
省
の
質
的
変
化

た
人
物
で
あ
る
。

高
歓
が
承
制
決
事
を
機
に
尚
書
省
を
掌
握
せ
ん
と
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
門
下
省
の
長
官
た
る
侍
中
に

自
己
の
関
係
者
そ
れ
も
親
信
者
を
就
任
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
歓
は
尚
書
省
の
み
な
ら
ず
門
下
省
の
掌
握
も
意

図
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
国
政
の
中
心
を
掌
握
す
る
こ
と
で
、
自
ら
は
丞
相
府
の
あ
る
覇
府
晋
陽
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
国
都
郭
に
お
け
る
国

政
を
名
実
と
も
に
掌
握
せ
ん
と
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
は
、
孝
武
帝
の
入
関
に
伴
い
玉
座
に
皇
帝
を
欠
く
と
い
う
異
常
な
事
態
が
生
じ
た
こ
と
、
門

下
省

の
諸
官
が
欠
け
る
と
い
う
状
態
に
陥

っ
た
こ
と
、
高
官
謙
殺
に
よ
る
尚
書
省
の
長
官
が
不
在
と
な

っ
た
こ
と
、

と
い

っ
た
政
治
状
況
の

中
で
行
わ
れ
た
措
置
で
あ

っ
た
。
高
歓
が
尚
書
省
を

「承
制
決
事
」
の
場
と
し
た
こ
と
は
、
斜
斯
椿
ら
が
門
下
省
に
在

っ
て
軍
政
や
国
政
を

ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
こ
と
を
鑑
み
た
も
の
で
あ

っ
た
と
と
も
に
、
洛
陽
に
お
け
る
国
政
を
直
接
支
配
し
北
魏
朝
廷
の
偲
偏
化
を
図

っ
た
も
の

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。



北
魏
に
お
け
る
門
下
省
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
窪
添
慶
文
氏
に
よ

っ
て
そ
の
大
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
孝
文
帝

の
官
制
改

革
以
前
と
以
後
と
に
お
け
る
門
下
省
の
相
違
を
論
じ
、
北
魏
孝
明
帝
期
に
お
け
る
門
下
省

の
権
限
伸
張
と
、
こ
の
時
期
の
門
下
省
が
輔
政
の

場
で
あ
り
、
詔
勅
起
草
の
場
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る

。
し
か
し
、
同
氏
の
考
察

の
対
象
は
孝
明
帝
期
ま
で
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、

爾
朱
氏
が
実
権
を
掌
握
し
た
北
魏
孝
荘
帝
以
後
の
時
代
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
先
ず
孝
明
帝
期
以
後
、
「承
制
決
事
」

以
前

の
北
魏
門
下
省

の
実
態
に

つ
い
て
考
察
し
、
「承
制
決
事
」
以
後

の
門
下
省
と
比
較
し
て
み
た
い
。

す

で
に
窪
添
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら
門
下
省
は
輔
政
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
『魏
書
』
巻
九
孝
明
帝
紀
、

煕
平

二
年
八
月
の
條
に
、

丁
未
、
詔
侍
中
、
太
師
、
高
陽
王
雍
入
居
阿
下
、
参
決
断
書
奏
事
。

と
あ

り
、
ま
た
同
書
同
巻
、
正
光
五
年
九
月
の
條
に
、

詔
侍
中
、
太
尉
、
汝
南
王
悦
入
居
附
下
、
與
丞
相
、
高
陽
王
雍
参
決
尚
書
奏
事
。

と
あ

っ
て
、
門
下
省
に
お
い
て
尚
書
省
か
ら
の
上
奏
が
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る

。
こ
の
様
に
門

下
省
が
輔
政
の
場
で
あ

っ
た

こ
と
を
史
料
は

「時
政
帰
門
下
。
世
謂
侍
中
、
黄
門
為
小
宰
相
。
」
(『魏
書
』
三
十
八
王
慧
龍
伝
附
遵
業
伝
)
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

門
下
省
が
詔
勅
起
草
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
、
『北
史
』
巻
四
十
七
陽
休
之
伝
に
、

武
定
二
年
、
除
中
書
侍
郎
。
先
是
中
書
専
主
倫
言
、
魏
宣
武
巳
来
、
事
移
冊
下
、
至
是
発
詔
依
菖
、
任
遇
甚
顕
。

と
あ

る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

さ

て
、
続
く
孝
荘
帝
以
後
の
門
下
省
も
ま
た
依
然
と
し
て
朝
堂
に
お
け
る
重
要
な
位
置
を
保
持
し
、
詔
勅
の
起
草
も
ま
た
門
下
省
に
属
し

て
い
た
。
例
え
ば
、
節
閲
帝
即
位
の
こ
と
と
し
て
、
『
資
冶
通
鑑
』
巻

一
百
五
十
五
梁
紀
十

一
、
武
帝
中
大
通
三
年
二
月
己
巳
の
條
に
、

(二
月
)
己
巳
、
…
…

(長
廣
王

〔敬
帝
〕)
遂
署
禅
文
。
廣
陵
王

(節
関
帝
)
奉
表
三
譲
、
然
後
即
位
、
大
赦
、
改
元
普
泰
。
黄
阿
俸

イ

「承
制
決
事
」
以
前

の
門
下
省
ー
北
魏
孝
明
帝
期
以
後
を
中
心
に



郎
邪
子
オ
為
赦
文
、
叙
敬
帝

(長
廣
王
)
柾
殺
太
原
王

(爾
朱
)
榮
之
状
、
節
閲
帝

(廣
陵
王
)
日

(中
略
)
、
因
顧
左
右
取
筆
、
臣

乍
赦
文
、
直
言

.「冊
下
、
朕
以
寡
徳
、
運
属
楽
推
、
思
與
億
兆
、
同
弦
大
慶
、
犀
告
之
科
、

一
依
常
式
。
」

と
あ
り
、
最
終
的
に
節
閾
帝
自
ら
が
作
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
は
い
え
、
先
に
黄
門
侍
郎
邪
子
才
が
大
赦
の
赦
文
を
作
成
し
、
そ
れ
を
節

関
帝

に
奉
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
門
下
省
に
詔
勅
起
草
の
権
限
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
節
関
帝
が
自
ら
赦
文
を
作
成
し

て
い
る
が
、
そ
の
発
語
に

「門
下
」
と
あ
り
、
門
下
省
を
通
し
て
そ
の
赦
文
が
交
付
さ
れ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る

。
こ
う
し
た
門
下
省

の
職
能
は
北
魏
最
後
の
皇
帝
と
な

っ
た
孝
武
帝
の
治
世
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。
『
北
斉
書
』
巻
三
十
六
邪
郡
伝

に
、

普
泰
中
、
兼
給
事
黄
門
侍
郎
、
尋
為
散
騎
常
侍
。
太
昼
初
、
軟
令
恒
直
吋
省
、
給
御
食
、
令
覆
案
断
書
冊
下
事

、
凡
除
夫
官
、
先
冊
其

可
不
、
然
後
施
行
。
除
衛
将
軍
、
国
子
祭
酒
。
以
親
老
還
郷
、
詔
所
在
特
給
兵
力
五
人
、
井
令
歳

一
入
朝
、
以
備
顧
問
。

と
あ

り
、
散
騎
常
侍
兼
黄
門
侍
郎
で
あ

っ
た
邪
郡
が
勅
令
を
受
け
て
恒
常
的
に
内
省
す
な
わ
ち
門
下
省
に
宿
直
し
、
尚
書

・
門
下
両
省
に
関

す
る
事
案
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
ま
た
大
官

の
任
命
に
関
し
て
は
、
発
令
に
先
立

っ
て
先
ず
邪
郡
に
諮
問
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

。

こ
の

こ
と
か
ら
門
下
省
に
尚
書
か
ら
の
奏
事
を
審
議
す
る
権
限

(「省
尚
書
事
」
権
)
が
存
在
し
て
お
り

、
政
策
審
議
の
場
と
し
て
門
下

省
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
『北
斉
書
』
巻
二
十

一
高
乾
伝
に
、
彼
が
侍
中
司
空
で
あ

っ
た
時

の
こ
と
と
し
て
、

先
是
信
都
草
創
、
軍
国
権
輿
、

(高
)
乾
遭

(父
高
翼
)
喪
不
得
終
制
。
及
武
帝
立
、
天
下
初
定
、
乾
乃
表
請
解
職
、
行
三
年
之
禮
。

詔
聴
解
侍
中
、
司
空
如
故
、
封
長
楽
郡
公
、
邑

一
千
戸
。
乾
錐
求
退
、
不
謂
便
見
従
許
。
既
去
吋
俸
、
朝
廷
凪干
所
開
知
、
居
常
快
快
。

と
あ

り
、
父
の
喪
を
行
う
た
め
解
任
を
願
い
出
た
高
乾
が
、
思
い
も
か
け
ず
許
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
最
終
的
に
侍
中
の
職
を
解
か
れ
る

こ
と

に
な
り
、
内
侍
か
ら
遠
の
き
、
ま
た
国
政
に
関
わ
る
こ
と
も
ま
れ
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
常
に
不
満
を
抱

い
て
い
た
と
あ
る
。
こ
の

こ
と

か
ら
、
侍
中
が
内
侍
の
官
で
あ
る
と
と
も
に
、
侍
中
が
国
政

へ
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
高
乾

の
侍
中
解
任
後
、

当
時
高
歓
と
間
隙
が
生
じ
て
い
た
孝
武
帝
が
、
斜
斯
椿
の
進
言
に
よ
り
部
曲
を
設
置
し
て
自
己
の
周
辺
の
強
化
を
図

る
よ
う
に
な
る
と
、
禍

が
己
に
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
、
高
歓
に
そ
の
こ
と
を
密
啓
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
と
し
て
、
同
伝
に
、

乃
密
啓
高
祖

(高
歓
)。
高
祖
召

(高
)
乾
詣
井
州
、
面
論
時
事
、
乾
因
勧
高
祖
以
受
魏
禅
。
高
祖
以
袖
掩
其

口
日

「勿
妄
言
。
今
啓



司
空
復
為
倦
中
、
阿
下
之
事
、

一
以
柑
委
。
」
高
祖
屡
啓
、
詔
書
寛
不
施
行
。

と
あ

り
、
井
州
に
至

っ
た
高
乾
が
高
歓
に
受
禅
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
高
歓
は
そ
の
話
を
封
印
さ
せ
は
し
た
も
の
の
、
高
乾
を
再
び
侍
中
に
復

職
さ

せ
、
門
下
の
事
を

一
任
さ
せ
ん
と
し
た
。
こ
の

一
件
は
当
時
門
下
省
が
国
政

の
中
心
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
裏
付
け
る
も
の

で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
高
歓
の
思
惑
は
、
度
重
な
る
申
請
に
も
関
わ
ら
ず
実
現
を
見
な
か

っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
侍
中
斜
斯
椿

の
存
在
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
彼
が
高
歓
の
上
奏
を
覆
案
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
更
に
、
孝
武
帝
と
の
間
隙
が
生
じ

る
以
前
の
事
と
し
て
、
『北
斉
書
』
巻
十
八
孫
騰
伝
に
、

(孫
騰
)
入
為
侍
中
、
…
…
騰
以
高
祖

(高
歓
)
腹
心
、
入
居
附
下
、
與
解
斯
椿
圃
堂
機
密
。

と
あ

り
、
侍
中
孫
騰
が
門
下
省
に
在

っ
て
侍
中
斜
斯
椿
と
と
も
に
機
密
を
掌

っ
て
い
た
と
あ
る
。
前
述
し
た
如
く
孝

明
帝
期
に
お
い
て
散
見

し
た
門
下
省
が
輔
政

の
場
で
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
る

「入
居
門
下
」
の
語
が
こ
こ
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
孝
武
帝
期
に
お
い
て
も

依
然
と
し
て
門
下
省
は
輔
政
の
場
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

更

に
孝
武
帝
期

の
門
下
省
は
、
全
て
で
は
な
い
に
せ
よ
詔
勅
起
草

の
権
限
も
孝
明
帝
期
と
同
様
に
有
し
て
い
た
如
く

で
あ
る
。
『北
斉
書
』

巻
三
十
七
魏
収
伝
に
、
魏
収
が
散
騎
侍
郎
兼
中
書
侍
郎
で
あ

っ
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

孝
武
初
、
…
…
黄
阿
郎
崔
凌
従
斉
神
武

(高
歓
)
入
朝
、
重
…灼
於
世
、

(魏
)
収
初
不
詣
門
。
(崔
)
俊
為
帝
登
咋
赦
、
…
…
収
喧
其

率
直
。
正
員
郎
李
愼
以
告
之
、
稜
深
憤
忌
。
時
節
関
帝
姐
、
令
収
為
詔
。
俊
乃
宣
言
、
収
普
泰
世
出
入
帷
握
、

一
日
造
詔
、
優
為
詞
旨
、

然
則
義
旗
之
士
蓋
為
逆
人
、
又
収
父
老
、
合
解
官
帰
侍
。

と
あ

り
、
黄
門
侍
郎
崔
稜
が
孝
武
帝
の
即
位

の
赦
文
を
作
成
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
赦
文
は
魏
収
に
よ
り
率
直
で

あ
る
と
冷
笑
さ
れ
、
最
終
的
に
は
魏
収
が
詔
を
作
成
し
、
崔
稜
は
た
だ
こ
れ
を
宣
言
す
る
に
終

っ
て
い
る
。
こ
の
魏
収
と
崔
稜
と
の
や
り
と

り
は
、
①
決
し
て
門
下
省
が
詔
勅
起
草
の
全
権
を
掌
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
こ
と
、
②
詔
勅
の
下
達
に
は
門
下
省
を
経
由
し
て
い
る
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
決
定
レ
ベ
ル
に
お
け
る
職
能

の
ほ
か
に
も
、
「侍
従
左
右
」
、
「備
切
間
近
封

・
拾
遺
補
閾
」
と

い
っ
た
門
下
省
従
来
の
侍
従
官
と
し
て
の
職
能
も
保
持
し
て
い
た

。



先
ず
は
門
下
省
諸
官
の
動
向
を
見
て
み
た
い
。
尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
以
後
の
侍
中
お
よ
び
黄
門
侍
郎

の
動
向
に
つ
い
て
は
、

侍
従
官
的
職
務
に
関
す
る
記
事
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る

一
方
、
国
政
に
関
わ
る
記
事
は
極
端
に
少
な
い
。

い
ま
侍
従
官
的
職
務
の
事
例
を
幾

つ
か
あ
げ
る
と
、
『北
斉
書
』
巻
十
三
清
河
王
岳
伝
に
、

天
平
二
年
、
除
侍
中
、
…
…
復
為
倦
学
、
除
使
持
節
、
六
州
大
都
督
、
北異
州
大
中
正
。

と
あ

り
、
ま
た
同
書
巻
二
十

一
封
隆
之
伝
に
、

天
平
初
、
復
入
為
侍
中
、
…
…
魏
静
帝
詔
為
侍
講
、
除
吏
部
尚
書
、
加
侍
中
、
以
本
官
行
糞
州
事
。

と
あ

る
如
く
、
侍
中
に
あ
る
者
が
侍
学
や
侍
講
と
な
り
、
皇
帝
の
左
右
に
あ

っ
て
経
典
の
教
授
の
任
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も

『魏

書
』
巻
七
十
二
費
思
同
伝
に
、

遷
郊
後
、
除
黄
肘
俸
郎
、
兼
俸
中
、
河
南
慰
労
大
使
。
…
…
與
国
子
祭
酒
韓
子
煕
並
為
俸
講
、
授
静
帝
杜
民
春
秋
。

と
あ

り
、
侍
中
だ
け
で
は
な
く
給
事
黄
門
侍
郎

(以
下
、
黄
門
侍
郎
)
も
ま
た
侍
講
と
し
て
皇
帝
に
経
典

(杜
氏
春
秋
)
を
教
授
し
て
い
る
。

東
魏

に
お
け
る
侍
中
な
い
し
黄
門
侍
郎
が
こ
の
よ
う
に
侍
学
や
侍
講
を
兼
ね
皇
帝

の
左
右
に
侍
従
し
た
点
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
。
そ
の

一
方
、
北
魏
孝
武
帝

の
と
き
に
斜
斯
椿

(侍
中
)
が
左
右
に
あ

っ
て
、
例
え
ば
部
曲
の
設
置
や
宿
直

の
武
人
の
増
員
な
ど

を
献
言
し
た
如
き
、
皇
帝
の
意
思
決
定
や
中
央

の
政
策
決
定
に
関
わ
る
言
動
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
当
時

の
皇
帝
で
あ

る
孝
静
帝
が
齢
十
歳
弱
と
い
っ
た
幼
少
で
あ
り
、
直
接
政
治
に
関
与
し
得
る
だ
け
の
年
齢
に
達
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
及
び
国
都
を
洛
陽

以
上
の
よ
う
に
孝
武
帝
期
以
降
、
門
下
省
は

一
貫
し
て
輔
政
と
詔
勅
起
草
の
場
で
あ
り
、
ま
た
門
下
省

の
諸
官
が
詔
勅
の
起
草
に
関
わ

っ

て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
で
は
、
「承
制
決
事
」
以
後
の
門
下
省
は
ど
う
か
。
以
下
、
門
下
省
諸
官

の
動
向
と
そ
の
地
位
の
二
点
か
ら

考
察

を
行
い
た
い
。

ロ

「承
制
決
事
」
以
後
の
門
下
省



か
ら
鄭

へ
移
し
て
か
ら
後
、
軍
国
の
政
務
が
覇
府
晋
陽
に
帰
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
遷
都
に
当
た
り
尚

書
省
長
官

の
人
事
が
行
わ
れ
た
際
に
、
高
歓
が
自
ら
の
腹
心
を
尚
書
省
内
に
入
れ
て
郭
に
お
け
る
国
政
を
掌
握
せ
ん
と
し
て
い
た
こ
と
と
も

無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ

て
、

こ
の
様
な
侍
学

・
侍
講
と
い
っ
た
皇
帝
の
教
育
係
と
し
て
の
職
を
付
加
さ
れ
た
ほ
か
に
、
侍
中
や
黄
門
侍

郎
は
皇
帝
の
使
者
と
し

て
職
任
を
兼
ね
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
『
魏
書
』
巻
七
十
二
質
思
同
伝
に
、

遷
鄭
後
、
除
黄
附
俸
郎
、
兼
傳
中
、
河
南
慰
労
大
使
。

と
あ

り
、
ま
た

『
北
斉
書
』
巻
二
十

一
封
隆
之
伝
に
、
彼
が
侍
中
右
僕
射
で
あ

っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、

武
定
初
、
北
豫
州
刺
史
高
仲
密
将
叛
、
遣
使
陰
通
消
息
於
冀
州

豪
望
、
使
為
内
応
、
軽
薄
之
徒
頗
相
扇
動
。
詔

(封
)
隆
之
馳
騨
慰
撫

遂
得
安
静
。

と
あ

る
如
く
、
慰
労
の
大
使
と
し
て
外
州

へ
赴
き
慰
撫
を
行

っ
て
い
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
以
後
、
門
下
省
の
官
は
幼
少
の
皇
帝
の
教
育
係
と

い
っ
た
侍

従
官
と
し
て
の
任
務
を

兼
ね

る
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
孝
武
帝
期
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
政
策
の
審
議
や
決
定
に
関
わ
る
言
動
は
看
取
さ
れ
な

い
。
で
は
、
果
た
し
て

「承

制
決
事
」
以
後
、
侍
中
や
黄
門
侍
郎
は
政
策
決
定
に

一
切
関
わ
る
こ
と
が
な
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
全
く
政
治
に

関
与

し
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『北
斉
書
』
巻
十
三
清
河
王
岳
伝
に
、
郭

へ
の
遷
都
後
の
こ
と

と
し
て
、

時
高
祖

(高
歓
)
総
務
晋
陽
、

(高
)
岳
與
倦
中
孫
騰
等
在
京
師

(郭
)
輸
政
。

と
あ

り
、
同
書
巻
十
八
司
馬
子
如
伝
に
、

天
平
初
、
(司
馬
子
如
)
除
左
使
射
、
與
俸
中
高
岳
、
侍
中
孫
騰
、
右
使
射
膏
隆
之
等
共
知
朝
政
、
甚
見
信
重
。

と
あ

る
如
く
、
侍
中
高
岳
、
侍
中
孫
騰
が
輔
政
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
所
謂

「四
貴
」
と
称
さ
れ
る
司
馬
子
如
、
高
岳
、
孫
騰
、
高

隆
之

の
四
名
に
関
わ
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
尚
書
省
の
左
僕
射
司
馬
子
如
、
右
僕
射
高
隆
之
が
国
政
に
与

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
門

下
省

の
侍
中

の
み
が
専
ら
輔
政
を
行

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
四
人
は
高
歓
の
覇
権
獲
得
に
貢
献
し
た
所
謂
勲
貴
で
あ



り
、

い
ず
れ
も
高
歓

の
信
任
厚
き
人
物
た
ち
で
あ
り
、
高
岳
、
孫
騰
が
輔
政
に
当
た

っ
た
の
は
、
侍
中
で
あ
る
か
ら

で
は
な
く
、
む
し
ろ
右

の
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
但
し
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
四
名
が
い
ず
れ
も
侍
中
と
左
右
僕
射

と
門
下
省
、
尚
書
省
の

長
官
次
官
の
官
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「承
制
決
事
」
以
降
尚
書
省
の
官
が
政
策
執
行
だ
け
で
は
な
く
政
策

審
議
に
も
与

っ
た
こ
と
、
門
下
省
が
輔
政
の
場
と
し
て
の
機
能
を
消
失
し
た
と
は
い
え
、
高
岳
や
孫
騰

(両
者
と
も
に
侍
中
)
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
門
下
省
の
長
官
が
国
政
に
参
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

『
北
斉
書
』
巻
二
十

一
封
隆
之
伝
に
、

天
平
初
、
(封
隆
之
)
復
入
為
侍
中
、
預
遷
都
之
議
。

と
あ
り
、
郭

へ
の
遷
都
と
い
っ
た
重
要
案
件
の
議
に
参
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
侍
中
が
国
政
に
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
に
よ

っ
て
、
門
下
省
は
輔
政
の
場
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
す
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
侍
中

・
黄
門

侍
郎

と
い
っ
た
門
下
省
の
諸
官
が
政
策
審
議
に
与
る
こ
と
が
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
朝
廷
に
お
け
る
最
高
幹
部
と
し
て
国
政
の
審
議

に
加

わ

っ
た
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
、
従
来
の
輔
政
の
場
を
主
宰
す
る
立
場
は
尚
書
省
の
長
官
に
譲
り
、
会
議
で
の
発
言
権
の
み
が
担
保
さ

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
門
下
省
諸
官
の
有
り
様
が
唐
制
ま
で
継
承
さ
れ
、
宰
相

の

一
角

を
占
め
る
に
至

っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

門
下
省
の
職
能
の
総
体
的
な
弱
体
化
に
伴
い
、
門
下
省
の
地
位
も
ま
た
変
化
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
に
こ
の
点

に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
以
後
の
門
下
省
に

つ
い
て
、
当
時

の
人
々
の
認
識
を
窺
わ
せ
る
史
料
が
見

出
さ
れ
る
。
『北
斉
書
』
巻
二
十
三
李
元
忠
伝
に
、
彼
が
侍
中
で
あ

っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、

興
和
末
、
揮
偉
中
。

(李
)
元
忠
錐
居
要
任
、
初
不
以
物
務
干
懐
、
唯
以
聲
酒
自
娯
。
大
率
常
酔
。

と
あ
り
、
当
時
の
侍
中
を
依
然
と
し
て
要
任
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
北
魏
孝
明
帝
期
以
降
に
お
け
る
門
下
省
の
職
能

(統
括
職
た
る
侍
中

・
黄
門
侍
郎

の
職
掌
)
は
、
大
ま
か
に
い
っ
て
次
の
三
点
に
括
ら
れ
る
。

一
つ
は
国
策

の
発
議

・
立
案
に
関
す
る
尚
書
省

の
奏
事
を
検
討
す
る
こ
と

(「省

尚
書
事
」)

(審
議
)
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
詔
勅
起
草
に
関
与
す
る

(草
詔
)
と
と
も
に
、
詔
書
の
下
達
や
上
達

を
担
当
す
る
こ
と

(詔



一
一

束

魏

に

お

け

る

詔

勅

起

草

権

の

消

失

勅
な
ど
の
出
納
)
で
あ
り
、
い
ま

一
つ
は
、
皇
帝
に
近
侍
し
て
下
問
に
応
対
す
る
こ
と

(侍
従
左
右

・
備
切
間
近
封
、
拾
遺
補
闘
)
で
あ

っ

た
。し
か
し
、
永
煕
三
年
、
覇
府
晋
陽
に
あ
る
高
歓
が
清
河
王
面
且を
し
て
洛
陽
に

「承
制
決
事
」
せ
し
め
、
朝
廷
を
遠

隔
操
作
し
よ
う
と
す
る

政
治
的
企
図
の
過
程
で
、
門
下
省
か
ら
尚
書
省
に
輔
政
の
場
が
移
動
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
尚
書
省
が
政
策
執
行

の
み
な
ら
ず
政
策
審

議
を
行
う
執
政
機
関
と
し
て
権
限
を
強
め
る
こ
と
と
な
り
、

一
方
で
、
北
魏
末
以
降
、
輔
政
の
場
と
し
て
機
能
し
て
き
た
門
下
省
は
そ
の
機

能
を
失

い
、
皇
帝
の
左
右
に
侍
り
下
問
に
こ
た
え
る
諮
問
機
関
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、

門
下
省
の
統
括
職
で
あ

る
侍
中

・
黄
門
侍
郎
は
引
き
続
き
政
策
審
議
に
与

っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
に
扱

っ
た
清
河
王
宜
に
よ
る

「
承
制
決
事
」
は
、
門
下

・
尚
書
両
省
の
職
能
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
、
そ
の
制
度
的
展
開
に
お
け
る
重
要
な
契
機
の

↓
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

本
節

で
は
、
門
下
省
の
制
度
的
展
開
に
お
け
る
い
ま

一
つ
の
転
機
と
考
え
ら
れ
る
、
東
魏
に
お
け
る
政
治
的
出
来
事
に

つ
い
て
考
察
し
て

み
た

い
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
変
化
は
、
『
北
斉
書
』
巻
三
文
裏
帝
紀
、
興
和
二
年
の
條
に

、

興
和
二
年
、
加
大
将
軍
、
順
中
書
監
、
傍
擾
吏
部
断
書
。
自
正
光
已
後
、
天
下
多
事
、
在
任
華
官
、
廉
潔
者
寡
。
文
嚢

(高
澄
)
乃
奏

吏
部
尚
書
崔
逞
為
御
史
中
尉
、
糾
劾
権
豪
、
無
所
縦
捨
、
於
是
風
俗
更
始
、
私
柾
路
絶
。
乃
膀
於
街
衝
、
具
論
経
国
政
術
、
傍
開
直
言

之
路
、
有
論
事
上
書
苦
言
切
至
者
、
皆
優
容
之
。

と
あ
り
、
ま
た

『
北
史
』
巻
五
孝
静
帝
紀
、
武
定
二
年
二
月
壬
子
の
條
に
、



さ

て
、
高
澄
の
大
将
軍
領
中
書
監
就
任
に
と
も
な
う
こ
の
措
置
に
は
如
何
な
る
政
治
的
背
景
が
あ

っ
た

の
か
。

こ
れ
に

つ
い
て
は

『資
治

通
鑑
』
巻

一
百
五
十
八
梁
紀
十
四
、
武
帝
大
同
十
年
三
月
壬
子
の
條
に
、

丞
相

(高
)
歓
多
在
晋
陽
、
孫
騰
、
司
馬
子
如
、
高
岳
、
高
隆
之
、
皆
歓
之
親
堂
…也
、
委
以
朝
政
、
鄭
中
謂
之
四
貴
、
其
権
勢
重
…灼
中

外
、
率
多
専
恣
驕
貧
。
歓
欲
授
奪
其
権
。
故
以

(高
)
澄
為
大
将
軍
、
順
中
書
監
、
移
肘
下
機
事
総
帰
中
書
、
文
武
賞
罰
皆
稟
於
澄
。

(
1
)
政
治
的
背
景

(武
定
二
年
二
月
)
壬
子
、
以
渤
海
王
世
子
膏
澄
為
大
将
軍
、
順
中
書
監
、
元
弼
為
録
尚
書
事
、
以
尚
書
左
僕
射

司
馬
子
如
為
尚
書
令
、

以
太
原
公
高
洋
為
左
僕
射
。

と
あ
り
、
更
に

『
北
斉
書
』
巻
三
九
崔
季
野
伝
に
高
歓
の
世
子
高
澄
が
大
将
軍
領
中
書
監
に
就
任
し
た
時
の
こ
と
と
し
て
、

文
嚢
輔
政
、
転
大
将
軍
中
兵
参
軍
、
甚
見
親
寵
。
以
魏
帝

(孝
静
帝
)
左
右
、
須
置
腹
心
、
擢
拝
中
書
侍
郎
。

文
嚢
為
中
書
監
、
移
附

下
機
事
総
帰
中
書
、
又

(崔
)
季
野
善
音
楽
、
故
内
伎
亦
通
隷
焉
、
内
伎
属
中
書
、
自
季
野
始
也
。

と
あ
る
如
く
、
武
定
二
年

(五
四
四
)
二
月
、
高
歓
の
世
子
高
澄
の
大
将
軍
領
中
書
監
就
任
に
連
動
し
て
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
人
事

の
結

果
、
「門
下
の
機
事
が
中
書
省

へ
総
帰
さ
れ
る
」
こ
と
と
な

っ
た
と
い
う

(以
下
、
こ
の
制
度
的
な
変
化
を
武
定

二
年
改
革
と
す
る
)。

門
下
省

の
機
事
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
門
下
省
の
職
能
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

冒
頭
に
指
摘
し
た
が
、
従
来
、
こ
の
変
化
に

つ
い
て
は
、
中
書
官
制

の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
門
下
省
の
視
点
か
ら

取
り
扱

っ
た
も
の
は
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
従

っ
て
、
本
節
で
は
、
門
下
省
の
視
点
に
立

っ
て
、

こ
の
武
定
二
年
改
革
が
如

何
な

る
政
治
的
背
景
の
下
に
行
わ
れ
た
の
か
、
改
革
の
実
態
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
、
そ
し
て

こ
の
改
革
が
門
下
省
の

制
度
的
展
開
に
如
何
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
か
と
い
っ
た
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。



と
あ
り
、
こ
の
高
澄
の
大
将
軍
領
中
書
監
就
任
の
北且
兄
を
端
的
に
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
措
置
は
当
時
郭
に
お
い
て
権
勢

を
ふ
る

っ
て
い
た
孫
騰
ら
四
貴
か
ら
権
力
を
奪
取
せ
ん
と
意
図
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
同
條
の
胡
三
省
の
註
に

「今
高
歓
移

而
総
帰
中
書
、
所
以
重

.(喬
晃
澄
之
権
。
」
と
あ
り
、
胡
三
省
は
高
澄
の
権
力
伸
長
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

っ
た
、
と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
が
、
け
だ
し
妥
当
な
見
方
と
い
え
よ
う
。

当
時
、
東
魏

で
は
覇
府
と
朝
廷
の
二
元
体
制
が
敷
か
れ
、
高
歓
は
覇
府
よ
り
腹
心
を
鄭
に
送
り
朝
廷
を
掌
握
せ
ん

と
し
て
い
た
。
『
北
斉

書
』
巻
十
三
清
河
王
岳
伝
に
、

時
高
祖

(高
歓
)
総
務
晋
陽
、
(高
)
岳
與
侍
中
孫
騰
等
在
京
師

(郭
)
輔
政
。

と
あ
り
、
『
北
斉
書
』
巻

一
八
司
馬
子
如
伝
に
、

天
平
初
、
(司
馬
子
如
)
除
左
僕
射
、
與
侍
中
高
岳
、
侍
中
孫
騰
、
右
僕
射
高
隆
之
等
共
知
朝
政
、
甚
見
信
重
。

と
あ
る
如
く
、
高
岳
、
孫
騰
、
司
馬
子
如
、
高
隆
之
ら
に
郭
に
お
け
る
輔
政
を
委
任
し
て
い
た
。
更
に
天
平
三
年

(
五
三
六
)
以
後
、
世
子

高
澄
を
郭

へ
向
か
わ
せ

「入
輔
朝
政
」
を
は
じ
め
さ
せ
て
い
る

。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
以
後
、
覇
府
晋
陽
に
は
高
歓

、
鄭
都
に
は
世
子
高

澄
と
、
覇
府
に
よ
る
朝
廷
支
配
が
意
図
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
東
魏
建
国
当
初
に
お
い
て
、
郭
都
で
は
高
澄
を
中
心
と
し
て
高
岳
ら
が
輔
政
を

行
う
と
い
う
体
制
が
で
き
あ
が

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
高
澄
は
い
ま
だ
二
十
歳
を
迎
え
て
お
ら
ず
、
国
政

の
実
権
は
高
岳
ら
に

よ

っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
高
岳
ら
を
中
心
と
す
る
輔
政
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
武
定
二
年
改
革
が
行
わ
れ
る
直

前
ま

で
の
凡
そ
十
年

の
間
、
継
続
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
に
お
け
る
四
貴
の
権
勢
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
は
、
「
(孫
騰
)
在
郭
、
與
高
岳
、
高
隆
之
、
司
馬

子
如
號
為
四
貴
、
非
法

専
恣
、

(孫
)
騰
為
甚
焉
。
」
(『
北
斉
書
』
巻
十
八
孫
騰
伝
)
と
あ
り
、
ま
た

「時
世
宗

(高
澄
)
作
宰
、
風
俗
粛
清
、

(高
)
隆
之
時
有
受

納
、
世
宗
於
尚
書
省
大
加
責
辱
。」

(『
北
斉
書
』
巻
十
八
高
隆
之
伝
)、
「
(司
馬
)
子
如
性
既
豪
爽
、
兼
侍
菖
恩
、
簿

領
之
務
、
與
奪
任
情
、

公
然
受
納
、
無
所
顧
揮
。
…
意
気
甚
高
、
聚
敏
不
息
。
」
(『北
斉
書
』
巻
十
八
司
馬
子
如
伝
)
と
い
っ
た
史
料
が
物
語

っ
て
い
る
。

こ
う
し

た

「専
恣
驕
貧
」
の
様
は
、
四
貴
に
と
ど
ま
ら
ず
、

一
元
的
な
朝
廷
掌
握
を
目
指
す
高
歓
か
ら
す
れ
ば
容
認
す
べ
か
ら
ざ
る
事
態
で
あ

っ
た



高
澄
の
大
将
軍
領
中
書
監
就
任
の
政
治
的
背
景
は
上
述
の
如
く
で
あ

っ
た
。
で
は
、
そ
れ
に
よ

っ
て
執
政
機
関
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生

じ
た
か
。
こ
の
変
化
の
実
態
に

つ
い
て
は
、
『北
史
』
巻
四
十
七
陽
休
之
伝
に
、
武
定
二
年
、
彼
が
中
書
侍
郎
に
就
任
し
た
時

の
こ
と
と
し

て
、
武
定
二
年
、
除
中
書
侍
郎
。
先
是
中
書
專
主
紛
言
、
魏
宣
武
巳
來
、
事
移
冊
下
、
至
是
獲
詔
依
蕾
、
任
遇
甚
瀬
。
時
魏
牧
為
散
騎
常
倦
、

順
兼
侮
蹄
、
與
体
之
参
掌
詔
命
、
世
論
以
為
中
興
。

と
あ
り
、
武
定
二
年
改
革

の
実
状
を
端
的
に
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
詔
勅
の
起
草
は
本
来
中
書
省
の
所
轄
で
あ

っ
た
が
、
北
魏
宣
武
帝

以
降

、
こ
の
職
掌
が
門
下
省
に
移
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
至

っ
て
、
再
び
中
書
省
所
掌
に
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
史
料

に
よ
れ
ば
、
中
書
侍
郎
と
な

っ
た
陽
休
之
が
散
騎
常
侍
で
中
書
侍
郎
を
兼
ね
た
魏
収
と
と
も
に
詔
命
を
参
掌
す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
い
う
。

こ
の
様
に
見
て
く
る
と
、
『
北
斉
書
』
巻
三
十
九
崔
季
野
伝
中
に
み
ら
れ
た

「移
門
下
機
事
総
帰
中
書
」
の

「門
下
機
事
」
と
は
、

こ
れ
ま

で
門
下
省
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
詔
勅
起
草
の
権
限
で
は
な
か

っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
す
で
に
先
学

の
研
究

の
中
に
も

(
2
)
「移
門
下
機
事
総
帰
中
書
」
の
実
態

ろ
う
。

高

澄
の
大
将
軍
領
中
書
監
就
任
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
鄭
に
お
け
る
政
治
的
状
況
が
あ

っ
た

の
で
あ
り
、
こ
の
人
事
に
伴
う

一
連

の
政
治
的
措
置
は
四
貴
を
は
じ
め
と
す
る
諸
勲
貴

の
権
限
を
奪
い
、
郭
に
お
け
る
高
澄
の
権
力
を
伸
長
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
以
後
、
高
澄
は
崔
季
野
、
崔
昴
、
崔
逞
、
宋
遊
道
、
畢
義
雲
ら
を
積
極
的
に
用
い
て
自
ら
の
権
力
伸
長
を
図

っ
て
い
く
。

特
に
崔
逞
を
御
史
中
尉
、
宋
遊
道
を
尚
書
左
丞
と
し
て
御
史
台

(南
省
)
と
尚
書
省

(北
省
)
に
据
え
て
鄭
中

の
綱
紀
粛
正
に
努
め
、
鄭
中

に
お
け
る
自
ら
の
基
盤
を
築
き
上
げ
て
い
く
。
こ
う
し
た
綱
紀
粛
正
は
、
先
に
見
た
四
貴
を
は
じ
め
と
す
る
勲
貴
抑

圧
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て

い
く

こ
と
と
な
る
。



武
定
二
年
の
改
革
で
詔
勅
起
草
の
場
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
、
門
下
省
の
地
位
は
中
書
省
と
の
関
係
に
お
い
て
相
対
的

に
低

下
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ

て
、
こ
う
し
た
制
度
上
の
変
化
が
具
体
的
に
門
下
省
に
与
え
た
影
響
を
史
料
に
も
と
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
上
述

の
如
く
、
門
下
省
は

北
魏
孝
武
帝
期
の

「承
制
決
事
」
を
経
て
、
輔
政

の
場
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
、
長
官
た
る
侍
中
も

「要
任
」
と

の
認
識
を
も
た
れ
て
は

い
た
も
の
の
、
政
策
審
議

へ
の
関
わ
り
は
以
前
に
比
べ
て
総
体
的
に
弱
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
門
下
省
は
詔
勅
起
草
の
場
と
し
て
の
機

能
は
保
持
し
て
お
り
、
侍
中
を

「要
任
」
た
ら
し
め
る
所
以
も
そ
こ
に
あ

っ
た
。
で
は
、

こ
の
武
定
二
年
の
改
革
は
こ
の
様
な
門
下
省
に
如

何
な

る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
。
以
下
、
侍
中
お
よ
び
黄
門
侍
郎
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
変
化
の
実
態
を
窺

っ
て
み
た
い
。

武
定
二
年
か
ら
北
斉
成
立
ま
で
は
、
十
年
に
も
満
た
な
い
短
い
時
期
で
は
あ
る
が
、
幾

つ
か
関
係
史
料
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
『
北

斉
書
』
巻
四
十
七
酷
吏
宋
遊
道
伝
に
、
魏
の
安
平
王
が
事
に
坐
し
て
、
そ
の
近
親
者
が
徴
責
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
と

し
て
、

魏
安
平
王
坐
事
亡
、
章
武
二
王
及
諸
王
妃
、
太
妃
是
其
近
親
者
皆
被
徴
責
。
(
a
)
都
官
郎
中
畢
義
雲
主
其
事

、
有
奏
而
禁
、
有
不
奏

輯
禁
者
。
(宋
)
遊
道
判
下
廷
尉
科
罪
、
高
隆
之
不
同
。
於
是
反
謳
遊
道
属
色
挫
辱
己
、
遂
柾
考
草
令
史
謹
成

之
、

ハ左
僕
射
裏
城
王

(3
)
門
下
省
の
職
掌
に
お
け
る
質
的
変
化

見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
更
に
次
の
二
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
す
な
わ
ち
、

一
つ
目
は
、
門
下
省
に
移
さ
れ
て
い
た
詔

勅
起

草
の
場
が
中
書
省

へ
戻
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
詔
勅
起
草
の
権
限

(以
下
、
草
詔
権
と
す
る
。
)
が
中
書
省

へ
一
元
化
さ
れ
た
こ
と
。
い

ま

一
つ
は
、
中
書
省
が
門
下
省
に
替
わ
り
機
務
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
点
で
あ
る

。

さ

て
、
こ
の
よ
う
に
中
書
省
に
詔
勅
起
草
の
場
が
移
り
、
草
詔
権
が
中
書
省
に

一
元
化
さ
れ
た
結
果
、
当
然
、
中
書
省

の
権
限
は
増
大
し

た
。

で
は

一
方
、
門
下
省
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
次
に
こ
の
改
革
以
降
北
斉
成
立
ま
で
の
間
の
門
下
省
の
職
掌
お
よ
び
そ
の
地
位
に

つ
い
て

検
討

し
、
こ
の
改
革
が
門
下
省
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。



旭
、
尚
書
鄭
述
祖
等
上
言
日

「…
…
謹
案
尚
書
左
丞
宋
遊
道
名
望
本
闘
、
功
績
何
紀
。
…
…
躁
行
詔
言
、
犀
其
姦
詐
、
牢
識
名
義
、
不

顧
典
文
、
人
鄙
其
心
、
衆
畏
其
口
。
…
…
比
因
安
平
王
事
、
遂
緯
其
編
心
、
因
公
報
隙
、
與
郎
中
畢
義
雲
逓
相
糾
塁
。

又
左
外
兵
郎
中

魏
叔
道
牒
云

『
局
内
降
人
左
澤
等
為
京
畿
送
省
、
令
取
保
放
出
。』
大
将
軍

(高
澄
)
在
省
日
判

『聴
』
。
遊
道

獲
怒
日

『往
日
官
府

何
物
官
府
将
此
為
例
。
』
又
云

『
乗
前
旨
格
、
成
何
物
旨
格
。
』
依
事
請
問
、
遊
道
並
皆
承
引
。
案
律

『
封
桿
詔
使
、
無
人
臣
之
禮
、

大
不
敬
者
死
。』
封
桿
使
者
尚
得
死
坐
、
況
遊
道
吐
不
臣
之
言
、
犯
慢
上
之
罪
、
口
稻
夷
斉
、
心
懐
盗
妬
、
欺
公
費
法
、
受
納
苞
苞
、

産
随
官
厚
、
財
與
位
続
、
錐
賊
汚
未
露
、
而
姦
詐
如
是
。
塁
此

一
隅
、
鯨
詐
可
験
。
今
依
禮
糠
律
庭
遊
道
死
罪
。
」
是
時
朝
士
皆
分
為

遊
道
不
済
。
(b
)
而
文
裏
聞
其

ハ
(高
)
隆
之
相
抗
之
言
、
謂
楊
遵
彦

(楊
倍
)
日

「此
真
是
鰻
直
大
剛
悪
人
。」
(楊
)
遵
彦
日

「壁
]

之
畜
狗
、
本
取
其
吠
、
今
以
数
吠
殺
之
、
恐
将
来
無
復
吠
狗
。
」
詔
付
廷
尉
、
遊
道
坐
除
名
。

と
あ
り
、
魏
の
安
平
王
お
よ
び
そ
の
近
親
者
に
対
す
る
処
分
に
対
し
て
宋
遊
道
と
高
隆
之
と
の
問
で
意
見
の
対
立
が
あ
り
、
最
終
的
に
大
将

軍
高
澄
の
判
断
で
宋
遊
道
が
官
籍
か
ら
除
名
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
澄
は

「卿

(宋
遊
道
)
早
逐
我
向

井
州
、
不
爾
、
他

(高
隆
之
)
経
略
殺
卿
。」

(『
北
斉
書
』
巻
四
十
七
宋
遊
道
伝
)
と
言

っ
て
、
宋
遊
道
を
晋
陽

へ
向
か
わ
せ
、
大
行
台

車

部

へ
就
任
さ
せ
て
い
る
。

さ

て
、
こ
の
史
料
は
先
に
指
摘
し
た
勲
貴
抑
圧
の
状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
朝
廷
に
お
け
る
政
策
審
議
の
プ

ロ
セ

ス
を
窺
わ
せ
る
点
で
、

大
変
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
の
経
緯
を
概
括
す
る
と
、
(
a
)
に
み
る
よ
う
に
先
ず
都
官
郎
中
畢
義
雲
が
こ
の
事
案
を
取
り
扱
い
、

次
い
で
畢
義
雲
の
処
置
を
受
け
た
宋
遊
道
が
廷
尉
に
下
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
高
隆
之
と
意
見
が
対
立
し
、
宋
遊
道

に
対
す
る
批
判

へ
と
事

態
は
展
開
し
た
。
こ
の
時
点
で
尚
書
左
僕
射
裏
城
王
旭
、
尚
書
鄭
述
祖
ら
が
議
論
に
加
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

(
b
)
に
み
る
よ
う
に
宍

遊
道
と
高
隆
之
の
意
見
の
対
立
を
聞
い
た
高
澄
が
、
給
事
黄
門
侍
郎
楊
惜
の
意
見
に
基
づ
い
て
、
こ
の

一
件
を
廷
尉

に
委
ね
、
宋
遊
道
を
除

名
す
る
に
至

っ
た
。

こ
の

一
件
の
審
議
の
過
程
を
振
り
返
る
と
、
先
ず
は
尚
書
省
に
お
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
大
将
軍
高
澄
の
音

思
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
必
要
に
応
じ
て
門
下
省
の
意
見
が
汲
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
政
策
審
議

に
お
け
る
尚
書
省
と
閏

下
省

の
関
わ
り
の
有
り
様
が
窺
わ
れ
る
。



上
述

の
史
料
は
門
下
省
と
尚
書
省

の
関
係
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
取
り
上
げ
る
史
料
は
武
定
二
年
以
後

の
門
下
省
と
中
書
省
の

関
係

を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
『
北
斉
書
』
巻
三
十
高
徳
政
伝
に
、
魏
斉
革
命
の

一
場
面
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
、

八
日
、
(
a
)
楊
倍
書
中
旨
、
(
b
)
以

(大
司
馬
)
魏
裏
城
王
旭
並
司
空
公
播
相
楽
、
侍
中
張
亮
、
黄
門
趙
彦

深
入
通
奏
事
。
魏
孝

静
在
昭
陽
殿
、
引
見
。
旭
云

「五
行
逓
運
、
有
始
有
終
、
斉
王
聖
徳
欽
明
、
萬
方
帰
仰
、
臣
等
昧
死
聞
奏
、
願
陛
下
則
尭
禅
舜
。
」
魏

帝
便
敏
容
日

「此
事
推
担
已
久
、
謹
當
遜
避
。
」
又
道

「若
爾
、
須
作
詔
。
」
(
C
)
中
書
侍
郎
崔
劫
奏
云

「詔
已
作
詑
。
」
即
付
楊
惜

進
於
魏
静
帝
。
凡
有
十
鯨
條
、
悉
書
。
…
…
魏
静
帝
登
車
出
萬
春
門
、
直
長
趙
道
徳
在
車
中
陪
侍
、
百
官
在
門
外
拝
僻
。
遂
入
北
城
下

司
馬
子
如
南
宅
。

と
あ

り
、
こ
の
史
料
か
ら
は
禅
譲
の
段
取
り
に
お
け
る
詔
の
作
成
か
ら
下
達
に
及
ぶ
ま
で
の
門
下
省
、
中
書
省

の
役
割
が
看
取
さ
れ
る
。
先

ず
、

(
a
)
に
み
る
よ
う
に
黄
門
侍
郎
楊
倍
が
皇
帝
の
意
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
黄
門
侍
郎
が
皇
帝
の
意
を
す
ぐ
に
書
き
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
常
に
左
右
に
侍
従
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

(路)。
そ
し
て
、
こ
の
覚
書
を

(b
)
に
み
る
よ
う
に
侍

中
や
黄
門
侍
郎
を
し
て

「入
通
奏
事
」
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
門
下
省
が
皇
帝
に
対
し
て
各
種
公
文
書
を
取
り
次
ぐ
役
割
を
担

っ
て
い
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ

れ
は
ま
さ
に
門
下
省
が
秘
書
機
構
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
侍
中
張
亮
ら
を
し
て
中
旨
を
取
り
次

が
せ
る
と
、
孝
静
帝
が

「須
作
詔
」
と
言
っ
て
詔
の
作
成
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

(
c
)
に
み
る
よ
う
に
中
書
侍
郎
崔
劫
が
す
で
に

詔
を
作
成
し
終
え
て
い
る
と
答
え
、
次

い
で
楊
倍

(黄
門
侍
郎
)
が
崔
劫

(中
書
侍
郎
)
の
作
成
し
た
詔
を
孝
静
帝

に
取
り
次
い
で
い
る
。

こ
の
詔
の
下
達
に
至
る
プ

ロ
セ
ス
を
振
り
返
る
と
、
中
書
省
が
詔
の
作
成
を
担
当
し
、
門
下
省
が
そ
れ
を
皇
帝
に
取

り
次
ぐ
と
い
っ
た
関
係

が
こ
の
時
点
で
成
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
史
料
は
武
定
二
年
以
後
、
門
下
省
の
詔
勅
起
草
の
権
限
が
中
書
省
に
移
行
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
好
個

の
証
左
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
史
料
は
門
下
省
が
皇
帝

へ
の
諸
公
文
書
取
り
次
ぎ
を
職
掌
の

一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
も
伝
え

て
い
る
。

こ
う
し
た
中

書
省
と
門
下
省
と
の
関
係
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、
『北
斉
書
』
巻
三
十
高
徳
政
伝
に
、
禅
譲
の
準
備
段
階

の
こ
と
と

し
て
、

(高
徳
政
)
傍
白
帝

(高
洋
)
追
魏
収
。
収
至
、
令
撰
禅
譲
詔
冊
、
九
錫
、
建
墓
及
勧
進
文
表
。
至
五
月
初
、
帝
獲
晋
陽
。
徳
政
又
録



在
郭
諸
事
條
進
於
帝
、
帝
令
陳
山
堤
馳
騨
齎
事
條
並
密
書
與
楊
倍
。
大
略
令
撰
儀
注
、
防
察
魏
室
宗
室
。

と
あ

り
、
当
時
領
中
書
侍
郎
で
あ

っ
た
魏
収
が
禅
譲
の
詔
冊
等

の
文
表
を
撰
し
た
こ
と
を
伝
え

、
高
徳
政

(黄
門
侍
郎
)
が
在
郭
の
諸

事
を
條
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
門
下
省
が
皇
帝

へ
の
公
文
書
の
取
り
次
ぎ
を
行

っ
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

こ
の
他

『
北
斉
書
』
巻
三

十
高
徳
政
伝
に
、

高
祖

(高
歓
)
又
擢
為
相
府
縁
、
委
以
腹
心
。
遷
黄
阿
侍
郎
。
世
宗

(高
澄
)
嗣
業
、
如
晋
陽
、
顕
祖
在
京
居
守
、
令

(高
)
徳
政
参

掌
機
麿
、
彌
見
親
重
。

と
あ
り
、
黄
門
侍
郎
に
移

っ
た
高
徳
政
が
機
密
を
参
掌
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
武
定
二
年
改
革
以
後
も
門
下
省
が
機
密
に
関

与
し

て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
で
は
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
機
密
と
は
い
っ
た
い
何
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
て
き

た
如

く
、
北
魏
孝
武
帝
期
の
尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
及
び
東
魏
孝
静
帝
期
の
武
定
二
年
改
革
に
よ
っ
て
、
門
下
省
は
輔
政
の
場
お

よ
び
詔
勅
起
草
の
場
と
し
て
の
機
能
を
失
い
、
そ
れ
に
と
も
な
い
機
関
と
し
て
の
職
能
は
総
体
的
に
弱
め
ら
れ
、
意
見
の
具
申
や
公
文
書
の

取
り
次
ぎ
を
行
う
秘
書
的
機
構

へ
そ
の
性
質
を
変
化
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
如
く
、
門
下
省
の
統
括
職

た
る
侍
中

・
黄
門
侍
郎
は
、
首
班
で
は
な
い
に
せ
よ
依
然
と
し
て
国
政
に
与
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
よ

っ
て
、
黄
門
侍

郎
で
あ
る
高
徳
政
が
参

掌
し
た
機
密
と
は
、
政
策
の
審
議
や
決
定
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
言
え
ば
、
『
文
館
詞
林
』
中

に
載

せ
る
詔
二
百
八
首
の
内
、
東
晋
以
後
と
く
に
南
北
朝
の
詔
は
百
十
六
首
に
上
り
、
後
周
を
除
い
て
全
て
詔
の
発
語
に
は

「門
下
」
の
語

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
詔
が
門
下
省
を
経
由
し
て
下
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な

い

。
高
徳
政
が
参
掌
し
た
機
密
は
こ
の
詔

の
下
達
も
含
む
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
門
下
省
の
政
治
的
作
用
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
職
能
に

つ
い
て
考
察
し
た
が
、
最
後
に
侍
従
官
と
し

て
の
活
動
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。
『
北
斉
書
』
巻
四
十
二
陽
休
之
伝
に
、

(武
定
)
七
年
、
…
:
遷
給
事
黄
阿
俸
郎
、
…
…
八
年
、
(陽
休
之
)
兼
侮
中
、
痔
節
奉
璽
書
詣
井
州
、
敦
喩
顕
祖

(商
洋
)
為
柑
国
、

斉
王
。



と
あ
り
、
黄
門
侍
郎
陽
休
之
に
侍
中
を
兼
ね
さ
せ
、
皇
帝

の
代
理
人
と
し
て
高
洋
の
も
と

へ
赴
き
宣
旨
し
て
い
る
。

ま
た

『魏
書
』
巻

一
〇

八
禮
志
四
、
高
歓
が
莞
じ
た
時

の
こ
と
と
し
て
、

孝
静
武
定
五
年
正
月
、
斉
神
武
王
莞
…
…
六
日
、
孝
静
皇
帝
挙
哀
於
太
極
東
堂
、
服
斉
衰
三
月
。
…
…
斉
文
裏

王
請
自
獲
表
之
月
、
帝

使
偉
中
陸
子
彰
挙
詔
、
三
往
敦
諭
、
王
固
執
、
詔
不
許
。
乃
従
鹿
月
。

と
あ
り
、
侍
中
陸
子
彰
が
三
度
、
高
澄
の
も
と

へ
使
者
と
し
て
い
き
、
敦
諭
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
皇
帝
の
意
を
受
け
、
そ
の
代
理
人
と

し
て
宣
旨
ま
た
は
慰
撫
し
て
い
る
。
ま
た

『
魏
書
』
巻
十
二
孝
静
帝
紀
に
、
高
澄
が
大
将
軍
領
中
書
監
に
就
任
し
た
時

の
こ
と
に
関
連
し
て
、

帝

(孝
静
帝
)
好
文
学
、
美
容
儀
。
力
能
挟
石
師
子
以
喩
矯
、
射
無
不
中
。
嘉
辰
宴
會
、
多
命
草
臣
賦
詩
、
従
容
況
雅
、
有
孝
文
風
。

斉
文
裏
王

(高
澄
)
嗣
事
、
甚
忌
焉
。
以
大
将
軍
中
兵
参
軍
崔
季
静
為
中
書
黄
肘
俸
郎
、
令
監
察
動
静
、
小
大
皆
令
季
野
知
。
文
裏
與

季
餅
書
日

「凝
人
復
何
似
。
療
勢
小
差
未
。
」

と
あ
り
、
『
北
斉
書
』
巻
三
十
九
崔
季
箭
伝
に
、

文
裏
輔
政
、
転
大
将
軍
中
兵
参
軍
、
甚
見
親
寵
。
以
魏
帝

(孝
静
帝
)
左
右
、
須
置
腹
心
、
濯
拝
中
書
侍
郎
。

文
嚢
為
中
書
監
、
移
門

下
機
事
総
帰
中
書
、
…
…
転
黄
阿
侮
郎
、
順
主
衣
都
統
。
錐
跡
在
魏
朝
、
而
心
帰
覇
朝
、
密
謀
犬
計
、
皆
得
預
聞
。

と
あ

り
、
信
頼
を
寄
せ
る
崔
季
野
を
黄
門
侍
郎
に
就
任
さ
せ
て
、
皇
帝
の
左
右
に
近
侍
さ
せ
、
孝
静
帝
の
動
向
を
観
察
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

こ
と

か
ら
、
門
下
の
官
が
皇
帝
の
左
右
に
侍
る
侍
従
官
と
い
う
性
質
そ
の
も
の
を
保
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。

ま
た
同
書
巻
二
十

一
高
季
式
伝
に
、
高
仲
密
の
反
乱

(武
定
元
年
)
の
後
に
、
高
季
式
が
黄
門
侍
郎
司
馬
消
難
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
時

の
こ
と
と
し
て
、

黄
冊
郎
可
馬
清
難
、
左
僕
射

(司
馬
)
子
如
之
子
、
又
是
高
祖

(高
歓
)
之
婿
、
勢
盛
當
時
。
因
退
食
暇
、
尋

(高
)
季
式
與
之
酎
飲
。

留
宿
旦
日
、
重
門
並
閉
、
関
論
不
通
。
消
難
固
請
云

「翰
是
黄
阿
蹄
、
天
子
倦
臣
、
量
有
不
参
朝
之
理
。
且
已

一
宿
不
帰
、
家
君
必
當

大
怪
。
今
若
又
留
我
狂
飲
、
我
得
罪
無
辞
、
恐
君
亦
不
免
謎
責
。
」
季
式
日

「君
肝
称
黄
阿
郎
、
又
言
毘
家
君

(司
馬
子
如
)
怪
、
欲

以
地
勢
脅
秘
邪
。
高
季
式
死
自
有
庭
、
初
不
畏
此
。
」
消
難
拝
謝
請
出
、
終
不
見
許
。



お

わ

り

に

以
上
、
北
魏
孝
武
帝
期
及
び
東
魏
孝
静
帝
期
に
お
け
る
制
度
的
な
変
化
を
政
治

・
制
度
両
方
面
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
考
察
の
結
果
、
当

該
時

期
に
お
け
る
二
つ
の
変
化
は
、
高
歓
父
子
の
覇
府
か
ら
朝
廷
を
掌
握
す
る
と
い
う
政
治
的
動
向

の
経
緯

の
中
で
生
じ
た
も
の
で
あ

っ
た

と
い
え
る
。
北
魏
孝
武
帝
期
に
は
高
歓
に
よ
る
覇
府
政
治
の
拡
大
に
連
動
す
る
形
で
尚
書
省
に
お
け
る

「承
制
決
事
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
輔
政
の
場
は
門
下
省
か
ら
尚
書
省

へ
移
行
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
門
下
省
の
職
能
お
よ
び
統
括
職
た
る
侍
中

・
黄
門
侍
郎
の
職
掌
も

ま
た
総
体
的
に
弱
め
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
次
い
で
東
魏
に
入
る
と
、
覇
府
に
よ
る
朝
廷
支
配
の
強
化
に
連
動
す
る
形

で
当
時
、
朝
廷
の
あ
る

鄭
に
入
輔
朝
政
し
て
い
た
高
歓

の
世
子
高
歓
の
権
力
伸
長
と
四
貴
か
ら
の
権
力
の
奪
取
が
図
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
詔
勅
起
草
の
場
と
し
て

の
機
能
が
門
下
省
か
ら
中
書
省

へ
戻
さ
れ
る
と
と
も
に
草
詔
権

の

=
兀
化
が
図
ら
れ
、
門
下
省
は
宣
武
帝
以
来
の
詔
勅
起
草
に
関
す
る
権
限

と
あ
り
、
黄
門
侍
郎
司
馬
消
難
が

「我
是
黄
門
郎
、
天
子
侍
臣
、
山豆
有
不
参
朝
之
理
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
子
の
侍
臣
た
る
黄

門
侍
郎
は
宮
中

へ
参
内
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
さ
れ
て
お
り
、
高
季
式
の

「君
自
称
黄
門
郎
、
又
言
畏
家
君
怪
、
欲
以
地
勢
脅
我

邪
。
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
黄
門
侍
郎

の
権
勢
が
高
か

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
史
料
に
よ
れ
ば
門
下
省

は
、
権
限
が
縮
小
さ
れ

た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
要
任
と
認
識
さ
れ
朝
廷
に
お
い
て
高

い
地
位
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
。

以
上
要
約
す
る
に
、
東
魏
成
立
後
、
覇
府
に
よ
る
朝
廷
偲
偏
化
と
い
う
政
治
的
動
向
を
背
景
に
、
高
澄
の
大
将
軍
領
中
書
監
就
任
に
伴
い

門
下
省
の
草
詔
権
が
中
書
省
に
移
さ
れ
、
そ
の

一
元
化
が
図
ら
れ
た
。
草
詔
権
が
中
書
省
に
回
収
さ
れ
た
こ
と
は
、
門
下
省
が
北
魏
孝
武
帝

期
に
お
け
る
輔
政
の
場
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
た
の
に
次
い
で
、
詔
勅
起
草
の
場
と
し
て
の
機
能
も
失

っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
結
果
的
に

そ
の
権
限
の
さ
ら
な
る
縮
小
を
来
し
た
。
し
か
し
、
門
下
省
の
長
官
侍
中
は
皇
帝
の
顧
問
官
た
る
職
掌
お
よ
び
詔
書

の
下
達
、
上
奏
文
の
上

達
と

い
っ
た
皇
帝
と
行
政
府
と
を
結
ぶ
仲
介
役
と
し
て
の
地
位
は
な
お
保
持
し
て
お
り
、
黄
門
侍
郎
も
天
子
の
侍
従
官
を
自
任
し
て
い
た
こ

と
か
ら
し
て
、
門
下
省
が
皇
帝
近
侍
の
職
能
を
主
と
す
る
秘
書
的
機
構
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。



註
(
1
)

内
藤

乾
吉

「唐

の
三
省
」

(同
氏

『
中
国
法
制
史
考

謹
』

有
斐
閣
、

一
九

六
三
年
所
収
。
)
、
礪
波
護

「唐

の
三
省
六
部
」

(唐
代
史

研
究
会
編

『
隋
唐

帝
国

と
東

ア
ジ

ア
世
界

』
汲
古
書

院
、

一
九
七

九
年
。
)
、
韓

国
磐

(竹
浪
隆

良
訳
)

「
三
省
六
部
制

の
成
立
過
程
-
秦

漢

の
尚
書

・
中
書

・
侍
中

か
ら

隋
唐

の
三
省

六
部
制

へ
ー

」
(『
駿
台
史
学

』
七

〇
巻

、

一
九
八
七
年
。
)
、
王
超

「三
省
制
度
考
略
」
(『
学
術
月
刊
』
第

一
四

一
期

二
号
、

一
九
八

一
年
。
)
、

祝
総
斌

『
両
漢
魏
晋
南
.北
朝
宰
相

制
度

研
究
』

(
中
国
社
会
科
学

出
版
社
、

一
九
九
八
年
。
)
、
羅
永
生

『
三
省
制
新
探
-

以
階
和
唐
前

期
門
下
省
職
掌

与
地
位
為

中
心
』

(中
華
書

局
、
二
〇
〇

五
年
。
)

等
、
参
照
。
ま
た
、

近
年

、
三
省
制
度

の
淵
源

に

つ
い
て
、
中
国
側

か
ら

「南

朝
化
」
傾
向

に
あ
る

と

の
指
摘

が
な
さ
れ

で
お
り
、
南
朝

に
お
け

る
三
省
制

の
淵
源

も
ま
た
鑑

み
る
必
要
が
あ

る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
今

後

の
課
題

と
し
た

い
。

(
王

素

「関

干
晴
及
唐
初

=
.省
制
的

"
南

朝
化
"
問

題
-

以
三
省
首

長
的
職
権
和

地
位
為
中
心
1

」

(牟
発
松

主
編

『
社
会
与

国
家
関
係
視

野
下
的
漢
唐
歴

を
失

い
、
却

っ
て
中
書
省
の
権
限
は
増
大
し
た
。

す
な
わ
ち
、
北
魏
末
孝
武
帝

・
東
魏
両
期
を
通
じ
て
、
門
下
省
か
ら
輔
政
お
よ
び
詔
勅
起
草

の
場
と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
、
且
つ
草
詔

権
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
門
下
省
の
職
能

(統
括
職
た
る
侍
中

・
黄
門
侍
郎
の
職
掌
)
は
総
体
的
に
弱
め
ら
れ
た
。
門
下
省
か
ら
草
詔
権

が
中
書

へ
戻
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
変
化
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
結
果
と
し
て
、
尚
書
省
と
中
書
省
の
権
限
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
唐

の
三
省
制
に
お
け
る

「中
書
取
旨
、
門
下
覆
奏
、
尚
書
施
行
」
(『
文
献
通
考
』
巻
五
十
)
の
原
型
が
形
成
さ
れ
る
契
機

と
な

っ
た
と
い
え
る
。

北
魏
孝
明
帝
以
降
、
「時
政
帰
門
下
、
世
謂
侍
中
、
黄
門
為
小
宰
相
。
」
(『魏
書
』
巻
三
十
八
王
慧
龍
伝
附
遵
業

伝
)
と
言
わ
れ
る
ま
で

に
そ

の
権
限
を
強
め
て
き
た
門
下
省
で
あ

っ
た
が
、
北
魏
孝
武
帝

・
東
魏
両
期
を
通
し
て
そ
の
権
限
は
弱
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
北
斉
初

期

(文
宣
帝
期
～
孝
昭
帝
期
)
に
か
け
て
の
侍
中
お
よ
び
黄
門
侍
郎
に
関
す
る
動
向
記
事
件
数
の
減
少
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



史
変
遷
』
華
東
師
範
大
学

出
版
社

、
二
〇
〇
六
年
所
収
)
。

(2
)

窪

添
慶
文

「北
魏
門

下
省
初
稿

」
(初

出

『
お
茶

の
水
史
学
』

三
十
二
巻

、

一
九
九
〇
年
。
後

に
同
氏

『
魏
晋
南
北
朝
官
僚
制
研
究
』

汲
古
書
院
、

二

〇

〇
三
年
所
収
。
)
参
照
。

(
3
)

陳
寅
恪

『
隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
中
華
書

局
、

一
九
六
三
年
、
参
照
。

(
4
)

東
魏

北
斉

で
は
、

軍

争
的
首
都

で
あ
る
晋
陽

(
覇
府
乃
至
覇
朝

と
呼
称
)
と
政

治
文
化
的
首
都

で
あ
る
郭
と

の
二

つ
の
拠
点
が
存
在

し
て

い
た
。
史

書

は
覇
府

政
治

の
有

り
様
を

「高

祖

(高
歓
)

以
晋
陽
戎

馬
之
地
、
覇
圖

仮
属
、
治

兵
訓
旅
、
遥
制

朝
権
、
京
皇

機
務
、
情
寄

深
遠

。
」

(『
北
斉

書
』

巻
十
八
史

臣

の
條
)
と

伝
え
る
。

谷
川
道
雄
氏

は

こ
う
し
た
体
制
を

「
二
元
体
制
」
と
呼

ん
で
お
り
、
ま
た
東
魏
時

代
に
見
ら
れ

る
慣
習

と
し
て

「東

魏
時
代

の
例

と
し
て
、

覇
王
は
晋
陽
に
あ

り
、

そ

の
後
継
者
が
鄭
都

に
あ

っ
て
朝
政

(
旧
北
魏
勢
力
)
を
監
視
す

る
と

い
う

の
が
、
高
歓

い
ら

い
の
慣

習

で
あ

っ
た
。
」

と
も
辻

べ
て
い
る
。

(
谷
川
道

雄

「北
斉
政

治
史
と
漢

人
貴
族
」

(
同
氏

『
隋
唐
帝

国
形
成
史
論
』

所
収
、

二
七

一
頁
、

二
七
五
頁
、

参
照
。
)

更
に
厳
耀
中

氏
は
、
北
斉

に
お
け

る
尚

書
井
省
と
尚

書
鄭
省

か
ら
成
る

こ
の
二

つ
の
尚
書

省

の
政
治
体
制

を

「尚
書

双
省
制
」
と
称

し
て
、

晋
陽
と
郭

都
に

二

つ
の
尚
書
省

が
存

在
し
た

こ
と
を
指
摘
す

る
。

(厳
耀
中

「北
斉
政
治

与
尚
書
井

省
」

(『
上
海

師
範
大
学
学

報
』
第
四
期
、

一
九
九

〇
年
。
)

(
5
)

山
本
隆
義

『
中

国
政
冶

制
度

の
研
究
-
内
閣

制
度

の
起
源
と
発
展
』

(
同
朋
舎
、

一
九
六
八
年
。
)
、
榎
本
あ

ゆ
ち

「
北
斉

の
中
書
舎
人

に

つ
い
て
1

顔

之
推
、

そ
の
タ
ク
チ
ク

ス
の
周
辺
」

(『
東
洋
史
研
究
』

五
三
巻

二
号
、

一
九
九
四
年
。
)
、

同
氏

「北

魏
後
期

・
東
魏

の
中
書
舎

人
に

つ
い
て
」

(
『
中
国

中
世
史
研
究

続
編
』

京
都
大
学

学
術
出
版
会
、

一
九
九
五
年
所
収
。
)
、
大
峠

要

「東
魏
北
斉

の
中
書

侍
郎
」

(『
史

朋
』

三
六
巻

、

二
〇
〇

三
年
。
)
、

お
よ
び
鄭
欽
仁

『
北
魏

甲
書
省
考
』

(国
立
台
湾
大
学

文
学
院
、

一
九
六
五
年
。
)
等

、
参
照
。

(
6
)

窪

添
氏
、
註

(
1
)
前
掲

論
文
、
参
照
。

(
7
)

斜
斯
椿

の
進
言
を
聞

き
入
れ
、
部
曲

の
増
員
を
図

り
、
ま
た
南
討
と
称

し
て
徴
兵
を
行

っ
て

い
る

(『
魏
書
』

巻
八
十
斜
斯
椿

伝
)
。
さ
ら

に
関
中

の

賀
抜
岳
を

関
西
大
行
皇

に
任
じ
、
ま

た
賀
抜
岳

の
死
後
、
宇
文
泰

を
侍
中

・
関

西
大
都
督

に
任
じ
、
承
制

し
て
封
拝
す

る
権
限
を
与

え
て

い
る

(『
周

書
』
巻

一
文
帝
紀
)
。



(
8
)

『
北
斉
書
』
巻

一
神
武
帝
紀
上
、
太
昌

元
年

七
月
壬
寅

の
條

に

「爾
朱
兆
大
掠

晋
陽
、
北
保
秀
容
。
井
州

平
。

神
武

(高
歓
)
以
晋

陽
四
塞

、
乃
建
大

丞
相
府
而
定
居
焉
。
」
と
あ
る
.、

(
9
)

『
北
斉
書
』
巻

十
八
孫

騰
伝
、
参
照
。

(
10
)

『
魏
書
』
巻
十

一
出
帝

紀
お
よ
び
同
書
巻

八
十
鮮

斯
椿

伝
、
賀
抜
勝
伝
、
参
照

。

(『
北
史
』
略
同
。
)

(
11
)

『
北
斉
書
』
巻

二
十

=
局
乾
伝
、
参
照
。

(
12
)

例
え
ば
、
斜
斯
椿

と
機
密
に
参
掌

し
て
い
た
孫
騰

は
、
斜
斯
椿
が
朝
政

を
掌

握
す
る
と
、
禍
が

己
に
及
ぶ

の
を
恐
れ

て
晋
陽

に
出
奔

し
て
お
り

(『
北

斉
書
』
巻

十
八
孫
騰
伝

)
、
封
隆

之
も
斜
斯
椿

ら

の
証
告

に
よ

っ
て
朝
廷

を
追
わ
れ
郷

里
に
逃
帰

し
て

い
た
と

こ
ろ
、
高
歓

の
招
聘

に
よ

っ
て
晋
陽

に

赴

い
て
い
る

(『
北
斉
書
』
巻

二
十

一
封
隆

之
伝
)
。

こ
の
他
に
も
高
歓

の
妻
婁

氏
の
弟

で
あ
る
婁
昭
も
病
と

称
し
て
晋
陽
に
還

っ
て
い
る

(『
北
斉
書
』

巻
十

五
婁

昭
伝
)
。

更
に
高
歓

の
義

旗
に
従

い
尚

書
左
僕
射

で
あ

っ
た

任
延
敬
も
ま

た
斜
斯
椿
が
実

権
を
掌
握
す

る
に
お
よ

ん
で
高
歓

の
も
と

へ
身
を

寄
せ

て
い
る

(『
北
斉

書
』
巻
十
九
任
延
敬
伝

).、

(
13
)

王
恰
辰

『
東
魏
北
斉

的
統
治
集
団
』
文
津

出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
第

二
章
、

参
照
。

(
14
)

高
歓
が
百
官

の
非
違

を
糾
し
た
際

の
、
辛
雄

と

の
や
り
取
り
は
、
『
北
斉
書
』
巻

二
神
武
帝
紀
下
、
永

煕
三
年
八
月
甲
寅

の
條
お
よ

び

『
魏
書

』
巻
七

十
七
辛
雄
伝
、
参

照
。

(
15
)

高
隆
之
を
侍
中

、
尚

書
右
僕
射
、
領
御
史
中

尉
と
し

て
尚
書
省

に
送

り
込
み
、

一
方

で
信
都

に
起
義

し
て
よ
り
以
来
信
任
を
寄

せ
て
い
た
封
隆
之
を
、

大
司

馬
府

長
史
と

し
て
清
河

王
宜

の
も
と

に
送

り
込
み
、

そ

の
動
静
を
監

視
さ
せ

て

い
る

(『
北
斉

書
』
巻

十
八
高
隆
之
伝
、

同
書
巻

二
十

一
封
隆
之

伝
、
参
照
)
,

(
16
)

『
北
斉
書

』
巻

二
神
武
帝
紀

下
、
永
煕

三
年
九

月

の
條
に

「神
武

(高
歓
)
以
孝

武
既
西
、
恐
逼

晴
、
陳
、
洛

陽
復
在
河
外
、
接

近
梁
境
、
如

向
晋
陽
、

形
成

不
能
相

接
、
乃
議
遷
郭

、
護
軍
祖
榮
賛
焉
。
」
と
あ
り
、
鄭

へ
の
遷
都

の
理
由
を
伝

え
て

い
る
。
東
魏
成
立

の
月
に

つ
い
て
、
『
北
斉
書

』
は
九
月

の
條

に
鄭

へ
の
遷
都

を
載
せ

て
い
る
が
、
『
魏

書
』
巻
十

二
孝

静
帝
紀

で
は

「冬
十

月
丙
寅
、
即
位

干
城
東
北
、

大
赦
天

下
、

改
永
煕

三
年
為

天
平

元

年
ご

と

あ
り
、
十
月

の

こ
と
と
し

て
い
る
.、
ま
た

『
北
史
』
『
資
治

通
鑑
』
と
も

に
永

煕
三
年
十
月
を
東
魏
成

立

の
月
と
し

て
い
る
。
本

稿
で
は
、
永



煕
三
年
十
月
を
東
魏
成
立

の
月
と
す

る
。

(17
)

こ
の
他
、

干
忠
や
元
叉
が
そ
う

で
あ

っ
た
よ
う
に
、
領
軍
将
軍
を
帯
び

て
禁

軍
を
掌
握
す
る

こ
と

に
よ

り
そ
の
権

限
を
強
め

て
い
た
。

(窪
添

氏
、

註

(
1
)
前
掲
書
、
参

照
。
)

(
18
)

司
馬

子
如

は
、
高
歓

の
懐
朔
鎮
時
代

に
友
結

し
た
人
物

の

一
人

で
、
東
魏

に
入

っ
て
か
ら
は
高
岳
、
孫
騰
ら

と
と
も
に
輔
政

の
任

に
当
た

っ
た

(『
北

斉
書
』
巻

十
八
司
馬

子
如
伝
)
。
高

隆
之

は
、

高
歓

が
晋
州
刺
史

と
な

っ
た
時
に
そ

の
治

中
と
な

り
、
以
後
高
歓

の
起
義

に
従

い
、
後

に
高
歓

の
従
弟

と
な

っ
た

人
物

で
、
司
馬
子
如
と
同
じ
く
輔
政

に
任
に
当
た
る
。

(『
北
斉
書
』
巻

十
八
高
隆
之
伝
)
。

(
19
)

尚
書

省
を
中
心

と
し
て
朝
政
が
執

ら
れ
た

こ
と

は
、
天
平
三
年

(
五
三
六
)

二
月
、

高
澄
が
尚
書
令

と
し
て

「入
輔
朝
政

」
が
行
わ
れ

て
よ
り
以
後

(『
魏
書
』
巻
十

二
、
『
北
斉
書
』
巻

三
)
、
門
下

の
議
を
通
さ
ず
朝
政

が
執

り
行
わ
れ

た
こ
と
が
史
料

の
上

か
ら
窺
わ

れ
る
。
例
え
ば
、
興

和
四
年

(五

四
二
)
に
は

「神
武
朝
郭

、
請
令
百
官
毎

月
面
敷
政
事
、
明
揚
側

随
、
納
諌

屏
邪
、
親
理
獄
訟
、
褒
瀦
勤
怠

…

…

」

(『
北
斉
書
』
巻

二
)

と
あ
り
、
高

歓

は
門
下
を
通
さ
ず

、
百
官
が
毎

月
政

治
に

つ
い
て
敷

奏
す
る
よ
う
申
請

し
て

い
る
。

こ
う

し
た
尚
書
省
を
中

心
と
し
た
朝
政
を
意
図

し
て

い
た

こ
と

は
、

「
(
天
保

元
年

(
五
五
〇
)
六
月
)
壬
辰
、
詔

日

「自

今
已
後
、
諸

文
啓

論
事
並
陳
要
密
、
有
司
悉
為
奏
聞
。
」

(『
北
斉
書
』
巻
四
)
、

「天
保
七
年

(五

五
六
)
二
月
辛
未
、
詔
常
山

王
演

等
於
涼
風
堂
讃
尚
書
奏
按
、

論
定

得
失
、
帝

(文
宣
帝
)
親

決
之
。
」
と
あ
る

こ
と

か
ら

も
窺

わ
れ
る
。

(
20
)

当
時

の
孝
武
帝

側
と
高
歓
側

の
人
物

の
併
存

す
る
様
は
、
『
北
斉
書
』
巻
十
八
孫
騰
伝

に
、
「
(孫
騰

)
入
為

侍
中
、
…

…

(孫
)
騰
以
高
祖

(高
歓
)

腹
心
、

入
居

門
下
、
與
斜
斯
椿
同
掌
機
密
。
」
と
あ
り
、
そ

の
様
を
伝
え

て
い
る
。

(
21
)

斜
斯
椿

ら
に
よ

っ
て
孝
武
帝
と
高
歓
と

の
間

の
間
隙
が
顕
在
化

し
始

め
る
永

煕
二
年

(五
三
三
)

以
降

に
な

る
と
、
『
魏
書
』
巻
八
十
斜
斯
椿

伝
に
、

「
従
此
以
後
、

軍
謀

朝
政
、

一
決
於

(斜
斯
)
椿
。
」
と
あ
る
如
く
、
鱈
斯
椿

が

ひ
と

り
軍
事

の
謀
と
朝
廷

の
政
治

を
決
定

す
る
よ
う

に
な

り
、

当
時

の

高
歓

側

の
人
物

の
状
況
を
伝
え

て
、
『
北
斉
書
』
巻

二
十
二
李
元
忠
伝

は
、

「
時
朝
廷
離
試
、
義
旗
多

見
猜
阻
。
」
と

記
し
、
高
歓

の
義
旗

に
従

っ
た
者

が
朝
廷
か
ら
猜
疑
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

ま
た
註

(
H
)
参
照
。

(
22
)

『
北
斉
書
』
巻

二
十

=
・同
昴
伝
、
参
照
。

(
23
)

『
北
斉
書
』
巻

二
十

一
封
隆
之
伝
、
参
照
。



(24
)

『
北
斉
書
』
巻

十
八
高
隆

之
伝
、
参
照
。

(25
)

『
北
斉
書
』
巻

十
八
孫
騰

伝
、
参
照
。

(26
)

窪
添
氏
、
註

(
1
)
前
掲

論
文
、
参
照
。

(27
)

こ
の
他

に
も

『
魏
書
』
巻

三
十

一
干
粟
琿
伝
附
忠
伝

に
、
干
忠
が
侍
中
領

軍
将
軍
で
あ

っ
た
時

の
こ
と
と
し
て
、
「
(干
)
忠
既
居

門
下
、
又
総
禁
衛
、

遂
乗
朝
政

、
権
傾

一
時
。
」
と
あ

り
、

ま
た

『
魏

書
』
巻

八
十

三
外
戚
下
胡

国
珍
伝

に

「尚

書
令
、
任

城
王
澄
奏
、
安

定
公

(胡

国
珍
)
属
尊
望

重
、

親

賢
華
囑
、
宜

出
入
禁
中
、
参
諮
大
務

。
詔
可
。

乃
令

入
決
萬
機
。
」
と
あ

り
、
ま
た
同
書
同
伝

に

「
(胡
)
国
珍
與
太
師

、
高
陽
王
雍
、
太
傅

、
清
河

王
澤
、
太

保
、
廣
平

王
懐

、
入
居

門
下
、
同
萱
庶
政

。
」
と
あ

る

こ
と

か
ら

も
門
下
省
が
輔

政

の
場

で
あ

っ
た

こ
と

が
窺

え

る
。

但
し
、
窪
添

氏
が
す

で
に
指
摘
し

て
い
る
如

く
、

輔
政
に
当
た
る
際

に
は
詔
を
必
要
と
し

て
い
た
よ
う

で
あ

る

(窪

添
氏
、
註

(
1
)
前
掲
論

文
、
参
照
)
。

(28
)

門
下
省
を
通

し
て
詔

が
下
達

さ
れ

て
い
た

こ
と

に

つ
い
て
は
、
『
資
治
通
鑑
』

同
巻

同
條

の
胡
三
省
注
に

「魏
晋

巳
来
出
命

皆
由
門
下
省
、
故
其

発
端

必

日

「軟
門

下
。
」
」
と
あ

る
如

く
、
魏
晋
以
降
、
命

が
門
下
省
を
通

し
て
出
さ
れ
、
そ

の
発
端

に
は
必
ず

「勅
門

下
」

と
書

か
れ

て
い
た

こ
と
が
認
識

さ
れ
て

い
る
。
『
魏
書

』
巻

二
十

一
上
高
陽
王
雍
伝

に
、
孝

明
帝
期
、
霊
太

后
臨

朝

の
時

の
こ
と
と

し
て
、

「未
幾
、
霊
太

后
臨
朝
、
出

(
干
)
忠

為
翼

州

刺
史
。

(高
陽

王
)
雍
表

日

「臣
初

入
柏
堂
、
見
詔
旨

之
行
、

一
由
門

下
、

而
臣
出
君
行
、

不
以
俊
意

。

(以
下
略
)
。
」
と
あ
る

こ
と

か
ら

も
詔
が
門

下
を
通
し

て
出
さ
れ

て
い
た

こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
ま

た
詔

の
発
端

に
門
下
と
書

か
れ

て
い
た

こ
と
は
、
『
文
館
詞
林
』
中

の
諸
例

で
も
窺

い
知
れ

る
。

例

え
ば
、
同

じ
征
伐

に
関
す

る
詔

で
も
、
漢
代

で
は

「制

詔
」
と
あ
る

の
に
対
し
、
南

北
朝

で
は

「門

下
」
と
あ

る
。

(『
文
館

詞
林
』
巻
六

六
二
～
六

七
〇
、
参
照
。
)

(
29
)

内
省

に

つ
い
て
は
広
義

に
中
書

・
門

下
両
省
を
含
む
皇
帝

の
補

佐
機
構

で
あ

っ
た
と
と

ら
え

る
見
解
と

(祝

総
斌

『
両
漢
魏
晋
南

北
朝
宰
相
制
度

研

究
』

(中
国
社
会

科
学
出
版
社

、
一

九
九

八
年
。
)
、

狭
義
に
門

下
省

で
あ

る
と

と
ら
え

る
見
解

(陳
琳

国

『
魏
晋
南
北
朝

政
治
制
度

研
究

』
文
津
出
版

社
、

一
九
九

四
年
。
お
よ
び
大
峠
要

「東
魏
-
北
斉

の
中
書
侍

郎
」

(『
史
朋
』
三
十
六
号
、

二
〇
〇

三
年
。
)
と
大

き
く
分
け

て
二
説
あ

る
。
筆
者

は
、

内
省

の
語
が
多
く
侍
中

と

の
関
係

か
ら

記
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
門
下
省

の
記
事

件
数
が
集
中
す

る
北
斉

後
主
期
に
集
中

し
て
散
見
し

て
い
る
こ
と

か
ら
、

少
な
く
と
も
北
斉

で
は
内
省

は
門

下
省
と
同
義

に
使

用
さ
れ

て
い
た
と
考

え
る
。
故
に
、
北
斉

の
制
度

の
淵
源
た

る
当
該
時

期
に
見
え
る
内
省



も
狭
義
に
お

い
て
門
下
省

で
あ

る
と
考
え

る
。

(
30
)

本
稿

で
は
、

こ
う
し
た
門
下
省
に
お

い
て
尚
書

か
ら
の
奏

事
を
審
議
す

る
と

い
う
政
策

の
審

議
を
行
う
権
限
を

「省
尚

書
事

」
権
と
す
る
。

(
冨
田
健

之
氏

は
、

「
省
尚
書
事
」
権
を

国
策

の
発
議

・
立
案

に
関
す
る
尚
書

の
奏
事

の
検
討
を
行
う
権

限
と
位
置
付
け

て
い
る
。

(同
氏

「漢
代

に
お
け
る

「黄

門
」

の
官
を
め
ぐ

っ
て

黄

門
侍
郎
と
宦
官

小
黄

門
を
中
心
に

」

(『
九
州
大
学
東
洋
史

論
集
』
十

二
巻
、

一
九

八
三
年
)
、
参
照
。
)

(
31
)

魏
晋

以
降

の
侍
中

の
職

掌

に

つ
い
て

『
通
典
』
巻

二
十

一
職
官
典

三
、

門
下
省
侍
中

の
項
に

「魏
晋

以
来
置
四
人
、
別
加
官
者

則
非
敷
。
與
散

騎
常

侍
扶
、
侍
中

居
左
、
常
侍

居
右

、
備
切
間

近
封
、
拾
遺
補

閾
。
」
と
あ

り
、

ま
た

『
晋
書
』
巻

二
十

四
職
官
、

侍
中

の
項

に

「侍

中
、

…

…
掌
債
賛
威

儀
、
大
駕

出
則
次
直
侍
中
護
駕

、
正
直
侍
中
負
寳
陪

乗
、
不
帯
剣
、
餓
皆
騎

従
。
御
登
殿
、
與
散

騎
常

侍
封
扶
、
侍
中

居
左

、
常
時
居
右
。
備

切
間
近

封
、
拾
遺
補

闘
。
」

と
あ
り
、
門

下
省

が
形
成
さ

れ
た
晋

の
頃

よ
り
侍
中

は
、

皇
帝

の
左
右

に
近
侍

し
、
皇
帝

の
下

問
に
応
対
す

る
侍

従
宮
と

し
て

の

性
格
を
有

し
て

い
た

こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
よ

っ
て
門
下
省

の
職
能
も
ま

た
、

こ
の
よ
う
な
皇
帝

の
侍

従
官
と

し
て
の
性
格

を
有
し
て

い
た
と
推
測

さ
れ

る
。

(
32
)

『
北
斉

書
』
巻
三
文
裏

帝
紀
お
よ

び

『
北
史
』
巻

六
斉

本
紀
上
世
宗
紀

は
興
和

二
年

(五
四
〇
)
と

し
て

い
る
が
、
『
北
斉
書
』

校
勘
記

に
も
あ

る
如

く
、
『
魏
書
』
巻
十

二
孝
静
帝
紀

お
よ
び

『
北
史
』
巻
五
孝
静
帝
紀

に
は
、
大
将
軍
就
任

は
武
定

二
年

(
五
四

四
)

の
こ
と
と

し
て
お
り
、
『
資
治
通
鑑
』

も
ま
た
武
定

二
年

の
條

に
高
澄

の
大

将
軍
就
任

を
載

せ

て
い
る
。

ま
た
、
校

勘
記
は

『
北
斉

書
』
巻

三
に
み
え
る
崔

邊

の
御
史
中

尉
就

任
は
、
『
北
斉

書
』
巻

三
〇
崔
逞
伝

に
は

「武
帝
初
、

遷
御
史
中

尉
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、

「
興
和
」

は

「
武
定
」

の
誤
り
で
あ

る
こ
と
疑

い
な

し
と
し
て

い
る
。
本

稿

で
は
、
校
勘

記
に
基

づ
き
武
定

二
年

に
統

}
し
て
論
を
展
開
す
る
。

(33
)

高

澄

の
入
輔
朝
政

に

つ
い
て
は
、
『
北
斉
書
』
巻

三
文
裏
帝
紀
、

天
平
三
年

(五
三
六
)

の
條

に

「
(
天
平
)

三
年
、
入
輔
朝
政
、

加
領
左
右
、
京
畿

大
都
督
。
時

人
錐
聞
器
識
、
猶

以
少
年
期
之
、
而
機

略
厳
明
、
事
無
凝
滞
、
於

是
朝
野
振
粛
。
」

(『
北
史

』
巻
六
、
略

同
。
)

と
あ
る
。

こ
の
他
、
高

澄

の
入
輔
朝

政
時

の
有

り
様
に

つ
い
て
は
、
『
北
斉

書
』
巻
十

八
司
馬
子
如
伝

、
『
北
斉
書
』
巻

二
十

四
孫
峯

伝
お
よ

び
陳

元
康
伝
、
『
北
斉

書
』
巻

三
十

崔
昴
伝
、
同
書
巻

三
十
九
崔

季
紆
伝
等
、
参
照

(『
北
史
』

略
同
)
。

(34
)

註

(
4
)
、
参
照
。



(
35
)

山
本
氏
、
註

(
4
)
前
掲
書
、
参

照
。

(36
)

『
北
斉
書
』

巻
三
十
七
魏
収

伝
に

「時
斉

将
受
禅
、
楊
倍
奏

(魏
)
収
置

之
別
館
、
令
撰
禅
代

詔
冊
諸
文
、
遣
徐

之
才
守
門

不
聴

出
。
」
と
あ
り
、
黄

門
侍
郎
楊
倍

が
上
奏

し
て
魏
収
に
禅
譲

の
詔
冊
な
ど

の
諸
文
を
撰

せ
し
め

る
よ
う
奏
上

し
て

い
る

こ
と

か
ら
、

「楊
倍
書

中
旨
」

は
楊
倍

が
事
前

に
禅

譲

の
詔
文
を
代
筆

し
た

と
は
捉
え
に
く
く
、
む

し
ろ
侍

従
官

と
し
て
皇
帝

の
左
右

に
侍

っ
て
い
た
と
し
た
ほ
う
が
妥
当

の
よ
う
に
思
え
る
。

(37
)

『
北
斉

書
』
巻
三
十
七
魏

収
伝
に
よ
れ
ば
、
禅
譲

の
準
備

段
階
直
前
、
魏
収
は
散
騎
常
侍
領

中
書
侍
郎
と
し

て
黄
門
侍
郎
崔
季
野

・
高
徳
政
ら
と
と
も

に
機
密
に
与

っ
て

い
る
。
そ

し
て
、

彼
が
受
禅

に
際

し
て
禅
譲

の
詔
冊
な

ど
を
撰
し
た
と
き
、
彼

は
秘
書
監
兼
著
作
郎

で
あ

っ
た
。
彼
が
崔
季
野

ら
と

と
も
に
機
密

に
与

っ
た

の
は
詔
勅
起
草

の
実
権
が
あ

っ
た
中
書
侍
郎
を
領
職

し
て

い
た

こ
と

に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

よ

っ
て
、
史
料
上

に
は
見

え
な

い
が
、
散
騎
常

侍

(従
三

品
)

か
ら
秘
書
監

(
正
三
品
)

へ
遷
官

し
た

が
、
依
然
と

し
て
中
書
侍
郎

を
領
職
と

し
て
い
た
と
考

え
ら
れ

る
。

同
伝

に
み
え

る

「自

武
定

二
年

已
後
、
国
家

大
事
詔
命
、

軍
国
文
詞
、
皆

(魏
)
収

所
作
。
」
と

は
、
武
定

二
年

改
革
に
よ

る
中
書
省

へ
の
草
詔
権

の

一
元

化
と
重
な

る
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
は
魏

収
が
文
才

に
優

れ
て

い
る
と

い
う

こ
と
だ
け

で
詔
命

の
作
成

に
当
た

っ
て
い
た
と

い
う
よ
り
も
領
中
書
侍
郎

と

し

て
の
職
責

に
よ

る
も

の
と
解
す

る
ほ
う
が
妥
当

の
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

(中

書
侍
郎
が

詔
勅
起
草
を
担

当
し

て
い
た

こ
と
に

つ
い
て
は
、
山
本
氏
註

(
4
)
前
掲
書
お
よ
び
大
峠

氏
註

(29
)
前
掲
論
文
等
、
参

照
。
)

(38
)

許
敬
宗
編
、
羅
國
成
整

理

『
日
蔵
弘
仁
本

文
館
詞
林
校

謹
』
中
華
書
局
、

二
〇
〇

一
年

、
参
照
。



図一 侍中記事件数統計表

図二 黄門侍郎記事件数統計表

(図一、二ともに 『魏書』『北史』『北斉書』の記事を参照 して作成。)


